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お手入れ•困ったときには編 



お手入れ 

インクタンクの交換/クリアインクタンクの交換/ 

印刷にかすれやむらがあるとをは/清掃する 


本機の設定について 

本機の設定を変更する 


困ったとさには 


付録 

仕様/印刷でさる範囲/お問い合わせの前に 


使用説明書 


ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。 

将来いつでも使用できるように大切に保管してください。 
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I インクタンクを交換ずる 


ここでは、インクの状態を確認する方法や、インクタンクを交換する方法について説明します。 

インクがなくなるなどのエラーが発生すると、液晶モニターにエラーメッセージを表示してお知らせしま 
す。「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照して対処方法を確認してくださ 
い。 

パソコンから印刷している場合は、パソコンの画面にもエラーメッセージが表示されます。 

• プリントヘッドホルダに付いているラベルにしたがって、インクタンクを正しい位置に取り付けてください。取り付 
け位置を間違えると印刷でさません。 

• 本機で使用でさるインクタンクの番号については、本書の裏表紙を参照してください。 

• インクが残っているのに印刷がかすれたり、白すじが入る場合は、「印刷にかすれやむ5があるときは」 （ P .12) を参 
照してください。 


f カラーまたはブラックインクのが態を ffi 認する 


下の2つの方法でカラーまたはブラックインク （ PGI -2 P 目 K / 丫 / M / C または PGI -1 目 K ) の状態を確認 
でをます。 

• 液晶モニターで確認する与下記参照 
♦インクランプで確認する与 P .3 


■ 液晶 モニターで 確認ず る 

本機の電源が入っていることを確認し、コピーボタン、ファク 
スボタン、スキヤンボタンまたはメモリーカードボタンを押す 
と、現在のインク残量が液晶モニターに表示されます。 



—ここのマークを確認します。 
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カラーまたはブラックインクが少なくなっています。印刷を続行することはで 
さますが、新しいインクタンクのご用意をお勧めします。 



の 
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カラーまたはブラックインクがなくなった可能性があります。 r 液晶モニター 
にエラーメッセージが表示されている」の r インクがなくなった可能性があり 
ます」 （ P .32) を参照して対処してください。 


^#5 

印刷中に表示される画面でも、インクの状態を確認することがでさます。 


インクタンクを交換する 















印刷の途中で液晶モニターにエラーメッセージが表示される場合もあります。 

インクがなくなりました。「液晶 モニターにエラー メッ 
セージが表示されている」の「インクなしを検知しまし 
た」 （ P .33) を参照して対処してください。 


インクがな<なったインクタンク 


■ インクランプで確認ずる 

インクランプの表示により、インクの状態を確認できます。本機のスキャナユニット（プリンタカ 
バー）を開けてインクランプを確認してください。 

♦点な 

インクタンクは正しく取り付け5れていて、印刷するのに十分なインクが残っています。 

♦点滅 

ゆっくり点滅（約3秒間隔） • -繰り返し 

インクが少なくなっています。印刷を続行することはできますが、新しいインクタンクのご用意を 
お勧めします。 

はやく点滅（約1秒間隔）垂•春•春-- .繰り返し 

インクタンクが間違った位置に取り付け5れているか、インクがなくなっています。プリントへッ 
ドホルダに付いているラベルのとおりに正しい位置に取り付けられているか確認してください。取 
り付け位置が正しいのにインクランプが点滅している場合は、インクがなくなっています。新しし、 
インクタンクに交換してください。 

♦ 消な 

インクタンクがしっかり取り付け5れていないか、インク残量検知機能を無効にしています。イン 
クタンクがしっかり取り付け5れていない場合は、インクタンクのの部分を「カチッ」と 
し、う音がするまでしっかり押して、インクタンクをセットしてください。しっかりセットできない 
場合は、インクタンクの底部にあるオレンジ色の保護キャップが外れているか確認してください。 
インク残量検知機能を無効にしている場合は、新しいインクタンクを取り付けてください。インク 
タンクの取り付け方は、「交換の操作」 （ P . 曰）を参照してください。 

インクタンクを取り付け直してもインクランプが消なしている場合は、エラーが発生し、印刷でき 
ない状態です。液晶モニターに表示されているエラー内容をご確認ください。 ^ P .32 



インクなしをおなしました 
一旦印刷を中止し、 

インクタンクを交換して 
ください A 




インクタンクを交換する 





f クリアインクのが態を ffi 認する 

クリアインクは、普通紙に印刷する場合に使用されるインクです。 

クリアインク （ PGI -2 Clear ) が残り少なくなると、用紙の種類で普 
通紙（カセット）を選んで印刷を開始したときに、液晶モニターに 
メッセージが表示されます。 



この マークを 確認します。 
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クリアインクが少なくなっています。印刷を続行することはでさますが、新しいインク 
タンクのご用意をお勧めします。 

クリアインクタンクが空になりました。「液晶モニターにエラーメッセージが表示されて 
いる」の「クリアインクタンクが空になりました」 （ P .32) を参照して対処してくださ 
し、。 


• 印刷中に表示される画面でも、インクの状態を確認することができます。 

• クリアインクは、普通紙に印刷するときに使用されます。したがって、クリアインクがなくなった場合でも、後トレ 
イに写真用紙など、普通紙 m 外をセツトして印刷することができます。 


U 165 


普通紙を使用した印刷の途中で、クリアインクがなくなると、液晶モニターに次のエラーメッセージが表 
されます。 

「クリアインクタンクの交換」 （ P .8) を参照し、クリアイ 
ンクタンクの交換を行ってください。クリアインクタン 
クを交換しない場合は、「液晶 モニターにエラーメ ッ セー 
ジが表示されている」の「クリアインクがなくなりまし 
た」 （ P .33) を参照して対処してください。 

クリアインクがなくなると、カセットからの普通紙を使 
用した印刷はでさなくなります。 

また、クリアインクがない状態で受信したファクスは、 
メモリに保存されます。 


ク I 」アインクが 
なくなりました 
インクタンクを交換して 
ください 

CR 


畳 




クリアインクがなくなった場ちでち、写真用紙など、普通紙 m 外 
の用紙を後トレイか5給紙して印刷することはできます。 


お手入れ 


インクタンクを交換する 

















r 交換の操作 

■ カラーまたはブラックインクタンクの交換 

カラーまたはブラックインクタンク （ PGI -2 P 目 K / Y / M / C または PGI -1 巨 K ) のインクがなくなったとさ 
は、次の手順でインクタンクを交換します。 


•重要 


• インクタンクに穴を開けるなどの改造や分解をすると、インクが漏れ、本機の故障の原因となることがあります。改 
造•分解はお勧めしません。 

• インクの詰め替えなどによる非純正インクのご使用は、印刷品質の低下やプリントへッドの故障の原因となることが 
あります。安全上問題はありませんが、まれに、純正品にないインク成分によるとみ 5 れるプリントヘッド部分の発 
熱*発煙事例*も報告されています。キヤノン純正インクのご使用をお勧めします。 

(* すべての非純正インクについて上記事例が報告されているものではありません。） 

• 非純正インクタンクまたは非純正インクのご使用に起因する不具合への対応については、保守契約期間内または保証 
期間内であってち有償となります。 

• インクタンクの交換はすみやかに行い、インクタンクを取り外した状態で放置しないでください。 

• 交換用インクタンクは新品のものを装着してください。インクを消耗しているものを装着すると、ノズルがつまる原 
因になります。また、インク交換時期を正しくお知 5 せできません。 

• 最適な巧刷品質を保つため、インクタンクは堀包箱に記載されている「取付期限」までに本機に取り付けてください。ま 
た、開封後6ヶ月じ I 内に使い切るようにしてください（本機に取り付けた年月曰を、控えておくことをお勧めします)。 

黒のみの夕章を印刷したり、モノク□印刷をするとさにち、ブラックじ(外のインクが使われることがあります。 

また、本機の性能を維持するために行ラクリーニングや強カクリーニングでち、各色のインクが使われます。 

インクがなくなった場合は、すみやかに新しいインクタンクに交換してください。 

1 スキャナユニット（プリンタカバー)と排紙トレイを開く 

〇本機の電源が入っていることを確認します。 

〇 スキャナユニット（プリンタカバー）を止まるまで持ち上げます。 

自動的に排紙トレイが開さ、プリントへッドが交換位置まで移動します。 

[ A 注意 I 

プリントへッドホルダを手で止めたり、無理に動かしたりしないでください。 


I •重要 


• 原稿台カバーが開いていると、スキャナユニット（プリンタカバー）は開さません。必ず、原稿台カバーと 
いっしよにスキャナユニット（プリンタカバー）を持ち上げてください。 

• 液晶モニターを持たないでください。 

• 本体内部の金属部分やその他の部分に触れないでください。 


—排紙トレイが自動で開かないときは、 
排紙トレイオープンボタンを押して 
排紙トレイを開きます。 


I •重要 


スキャナユニット（プリンタカバー）を10分間じ(上開けたままにすると、プリントヘッドがち側へ移動しま 
す。その場合は、いったんスキャナユニット（プリンタカバー）を閉じ、開け直してください。 




お手入れ 


インクタンクを交換する 















インクランプがはやく点滅しているインクタンクを取りかす 



は触れないようにしてください。 


上に持ち上げて外します。 


巧服や周囲をミちさないよう、インクタンクの取り扱いに 
は注意してください。 

空になったインクタンクは地域の条例にしたがって処分 
して < ださい。 

また、キヤノンでは使用済みインクタンクの回収を推進 
しています。詳しくは「使用済みインクカートリッジ回 
収のお願い」 （ P . 目 9) を参照してください。 




• 一度に複数のインクタンクを外さず、必ず1つずつ交換 
して < ださい。 

• インクランプの点滅速度については、「カラーまたはブ 
ラックインクの状態を確認する」 （ P .2) を参照してくだ 
さい。 


インクタンクを準備ずる 



インクタンクのオレンジ色の保護キャップを、図の 
ように取り外します。 

取り外した保護キヤップはすぐに捨ててください。 


インクタンクの基板部分 （ A ) には触5ないでください。 
正常に動作/印刷でさなくなるおそれがあります。 


インクタンクを振るとインクが飛び散り、手やまねりのものをミちすおそれがあります。インクタンクの取り 
扱いにはま意してください。 

インクが飛び出すことがありますので、インクタンクの側面は強く巧さないでください。 

取り外した保護キャップに付いているインクで、手やまわりのものをミちすおそれがあります。ご注意くださ 
い。 

取り外した保護キャップは、再装着しないでください。地域の条例にしたがって処分してください。 

保護キャップを取り外したあと、インク出□に手を触れないでください。インクが正しく供給されなくなる 
場合があります。 



お手入れ 


インクタンクを交換する 

















4 インクタンクを取り付ける 



ラベルの並び順を確認して取り付けて」 
<ださい。 


〇 


新しいインクタンクをプリントへッドに向かって斜 
めに差し込みます。 



〇 インクタンク上面の韻3!11^部分を「カチッ」という 
音がするまでしっかり押して、インクタンクを固定 
します。 


インクランプがホく点 I 灯していることを一 I 
確認してください。 


•重要 


印刷するためにはすべてのインクタンクをセツトして<ださい。ひとつでちセツトされていないインクタンク 
があると印刷することがでさません。 


インクタンクを交換する 















5 スキャナユニット（プリンタカバー）をゆっくり閉じる 

本機が自動的にインクをかき混ぜます。 

動作音がしなくなるまでお待ちください（最長で2分程度かかります)。本機の動作中 
は、スキャナユニット（プリンタカバー）を開けないでください。 

[ A を意 I 

スキャナユニット（プリンタカバー）は必ず両手でしっかりと持ち、指などはさまないよラに注意してくださ 
い。 


•重要 


液晶モニターは持たないでください。 

• スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じたあとに液晶モニターにエラーメッセージが表示されている場 
合は、 r 液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照してください。 

• 次回印刷を開始すると、自動的にプリントヘッドのクリーニングが開始されます。終了するまでほかの操作 
を行わないでください。 


■ ク U アインクタンクの交換 

クリアインクタンク （ PGI -2 Clear ) のインクがなくなったときは、次の手順でインクタンクを交換しま 
す。 


•重要 


インクの取り扱いについて 

• 最適な印刷品質を保つため、キヤノン製の指定クリアインクタンクのご使用をお勧めします。 

また、インクのみの詰め替えはお勧めでさません。 

• クリアインクタンクの交換はすみやかに行い、クリアインクタンクを取り外した状態で放置しないでください。なお、 
クリアインクタンクが取り付け5れていない状態ではプリンタは動作しません。 

• クリアインクタンクは必ずインクなしのメッセージが表示されてか5交換してください。空になる前に交換すると、 

インク交換時期を正しくお知5せできません。 

• 交換用クリアインクタンクは新品のものを装着してください。インクを消耗しているものを装着すると、故障の原因 
となります。また、インク交換時期を正しくお知5せでさません。 

•最適な印刷品質を保つため、クリアインクタンクは個包箱に記載されている「取付期限」までに本機に取り付けてく 
ださい。また、開封後目ヶ月内に使い切るようにしてください（本機に取り付けた年月曰を、控えておくことをお 
勧めします)。 

1 スキヤナユニット（プリンタカバー)と排紙トレイを開く 

〇本機の電源が入っていることを確認します。 


クリアインクタンクを交換するときは、必ず本機の電源を入れてください。電源が切れている状態で交換 
すると、実際のインク残量と残量検知表示が一致しなくなります。 

〇 スキャナユニット（プリンタカバー）を止まるまで持ち上げます。 

[ a ミ主忌1 

プリントへッドホルダを手で止めたり、無理に動かしたりしないでください。 


•重要 


• 原稿台カバーが開いていると、スキャナユニット（プリンタカバー）は開さません。必ず、原稿台カバーと 
いっしよにスキャナユニット（プリンタカバー）を持ち上げてください。 

• 液晶モニターを持たないでください。 

• 本体内部の金属部分やその他の部分に触れないでください。 


お手入れ 


インクタンクを交換する 













—排紙トレイが自動で開かないときは、 
排紙トレイオープンボタンを押して 
排紙トレイを開きます。 


クリアインクタンクを取りかす 




巧 


クリアインクタンクの固定つまみを押し、クリアイ 
ンクタンク固定カバーを開けます。 


•重要 


• インクをこぼしたり、巧服や周囲をミちさないよう、イン 
クタンクの取り扱いにはま意してください。 

•空になったインクタンクは地域の条例にしたがって処分 
して < ださい。 

また、キヤノンでは使用済みインクタンクの回収を推進 
しています。詳しくは「使用済みインクカートリッジ回 
収のお願い」 （ P . 目 9) を参照してください。 

クリアインクタンクを取り出します。 


3ク IJ アインクタンクを準備する 



クリアインクタンクのオレンジ色のテープを矢 EP の方向 
に弓いて保護フイルムをはがします。 


インクタンクを交換する 























• クリアインクタンクを振るとインクが飛び散り、手やまわりのものをミちすおそれがあります。インクタンク 
の取り扱いには注意してください。 

• インクが飛び出すことがありますので、クリアインクタンクの側面は強く}甲さないでください。 

• クリアインクは透明ですが、取り外した保護フィルムについているインクで、手やまねりのものをミちすおそ 
れがあります。ご注意ください。 

• 保護フィルムを取り除いたあと、インク出□に手を触れないでください。インクが正しく供給されなくなる 
場合があります。 

クリアインクタンクを取り付ける 

〇クリアインクタンクをまっすぐに差し込みます。 



します。 



クリアインクタンク固定カバーを閉じ、「カチッ」と 
いラ音がするまでしっかり押して、インクタンクを 
固定します。 


スキヤナユニット（プリンタカバー）をゆっくり閉じる 

EP 刷の準備ができるまで、約2分間 EP 刷はでさません。 


I A 汪意 I 

スキャナユニット（プリンタカバー）は必ず両手でしっかりと持ち、指などはさまないよラに注意してくださ 
し、。 


液晶 モニターは 持たないでください。 

スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じたあとに液晶モニターにエラーメッセージが表示されている場を 
は、「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照してください。 



お手入れ 


インクタンクを交換する 





















f をれいな巧刷を巧つために（プリントへッドの乾燥-目づ 
ま0防止） 

プリントへッドの乾燥と目づまりを防ぐため、次のことに注意してください。 

• 電源を切るとをのお願い 

本機の電源を切るときには、必ず m 下の手順にしたがってください。 

〇本機の電源ボタンを押して電源を切る 

©操作パネルのランプがすべて消えたことを確認する 

©電源プラグをコンセントから抜く、またはテーブルタップのスイッチを切る 

電源ボタンを押して電源を切ると、プリントヘッド（インクのふき出し 
□) の乾燥を防ぐために、本機は自動的にプリントヘッドにキャップを 
します。このため、操作パネルのランプがすべて消える前にコンセント 
から電源プラグを抜いたり、スイッチ付テーブルタップのスイッチを 
切ってしまうと、プリントヘッドのキャップが正しく行われず、プリン 
卜へッドが、乾燥-目づまりを起こしてしまいます。 

♦ 長期問お使いにな5ないとまは 

長期間お使いにならない場合は、定期的に（月1回程度） EP 刷することをお 
勧めします。サインペンが長期間使用されないとキャップをしていても自然 
にペン先が乾いて書けなくなるのと同滿こ、プリントへッドも長期間使用さ 
れないと乾燥して目づまりを起こす場合があります。 

長期間お使いにならなかったとさは、印刷の前にノズルチェックパターンを 
印刷してプリントへッドの状態を確認されることをお勧めします。 

与「ノズルチェックパターンを印刷する」 （ P .13) 


♦ インクは定期的にかき混ぜ5れています 

本機では、きれいな印刷を得るために、インクを自動的にかき還ぜています。そのため、印刷を定期 
的に行っていれば、インクをいつでもよい状態に保つことができます。 

長期間お使いになっていないときなどは、電源を入れると自動的にインクがかき混ぜられます。自動 
でインクをかき混ぜる設定になっていない場合は、インクが分離して、インクの濃度にむ5が発生す 
ることがありますので、『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「手動でインク品質保持を行ラ」 
を参照し、インクをかき混ぜてか 5 EP 刷を行ってください。 

• 用紙によっては、印刷した部分を堂光ペンや水性ペンでなぞったり、水や汗が付着した場合、インクがにじむことが 
あります。 

• プリントヘッドが目づまりを起こすと、印刷がかすれたり特定の色が出なくなります。詳しくは「印刷にかすれやむ 
5があるとさは」 （ P .12) を参照してください。 




お手入れ 


インクタンクを交換する 






印刷にかずれやむ s があるとをは 


インクがまだ十分にあるのに印刷がかすれたり特定の色が出なくなったときには、プリントへッドのノズ 
ルが目づまりしている可能性があります。ノズルチェックパターンを印刷してノズルの状態を確認したあ 
とに、プリントヘッドのクリーニングを行ってください。 

また、印刷の結果が思わしくないときは、プリントヘッドの位置調整を行うと状態が改善することがあり 
ます。 

お手入れを巧ラ前に 

• スキャナユニット（プリンタカバー）を開け、インクランプがホく点灯していることを確認してください。 

点滅または消灯しているインクランプがある場合は、「カラーまたはブラックインクの状態を確認する」 （P.2) を参照 
して、必要な操作を行ってください。 

• プリンタドライバの印刷品質を上げることで、印刷結果が改善される場合があります。詳しくは 『PC プリントガイ 
ド』（電子マニュアル）を参照してください。 


Step 1 

ノズルチェックパターンの印刷与 P. 13 


パターンが欠けている場合 


Step 2 

プリントへツドのクリーニング与 >p.i 曰 



クリーニング後、 
ノズルチェック 
パターンを印刷 
して確認 


2回繰り返しても改善されない場を 


Step 3 

プリントへッドの強カクリーニング^ P. 1目 


^ 2 ^ 


step 3までの操作を行っても症状が改善されない場合は、電源を切って24時間 
上経過したあとに、もう一度強カクリーニングを行ってください。それでも改善され 
ない場合は、プリントヘッドが故障している可能性があります。お客様相談センター 
または修理受付窓□に修理をご依頼<ださし、与 P.67 

基線がずれている 


プリントへッド位置の調整与> P. 17 


&S3} 


お手入れの操作は、パソコンか5行うこともできます。詳しくは 『PC プリントガイド』（電子マニュアル）を参照して 
<ださい。 


お手入れ 


印刷にかすれやむらがあるとをは 












f ノズルチェックパターンを印刷する 

プリントへッドのノズルか5インクが正しく出ているかを確認するために、ノズルチェックパターンを印 
刷してください。 

1 本機の電源が入つていることを確認し、カセットに A 4 サイズの普通紙を 

1巧セットする 

I 排紙トレイを開いてか5、 補助 トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

〇 補助トレイを開きます。 

3 ノズルチェックパターンを EP 刷する 

〇 メニューボタンを押します。 

〇 イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、 
日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

メンテナンス画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[ノズルチェック]を選び、日 K ボタ 
ンを押します。 

パターン印刷の確認画面が表示されます。 

0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

ノズル チェック パターンが巧刷され、液晶モニター 
にパターン確認画面が交互に表示されます。 

4 ノズルチェックパターンを確認し、要な巧処をとる与 P . 14 



インク品質な持 


定期ラク|」~ニンヴ 

ヘッド化置調整一自動 

03 =►ホ定 


お手入れ 


印刷にかすれやむらがあるとさは 














f ノズルチェックパターンを ffi 認する 

下の手順でノズルチェックパターンを確認し、必要な場合はクリーニングを行います。 

インク残量が少ないとノズルチェックパターンが正しく印刷されません。インク残量が少ない場合はインクタンクを交換 
してください。与 P.2 

1 EI 1 刷をれたノズルチェックパターンを確認する 



交互に表巧をれるパターン確認画面で、 EP 刷したノズルチェックパターン 
においパターンを選ぶ 


どちらにぶいですむ？ 


すバて A 


B がある 


吾色のけをーンは 
どち 6 に近いですむ？ 

A B 

国圓 

I すバて A 

巨がある 


パターンに巧け/白いすじがない場合： 

〇 [すべて A ] を選んで日 K ボタンを押します。 

クリーニングの必要はありません。メンテナンス画面に戻ります。 

パターンに巧け/白いすじがある場合： 

〇 [目がある]を選んで日 K ボタンを押します。 

もラー度クリーニングを行います。クリーニング確認画面が表示されます。 

0 ▲▼ボタンで[はしリを選んで日 K ボタンを押し、プリントヘッドのクリーニングを行って 
<ださい。 

^ P.l 已 

巻末の「インクが出ない•かすれるときは？」にノズルチェックパターンの良い例、悪い例がカラーで掲載さ 
れています。そち5ちあわせて参照してください。 


お手入れ 


印刷にかすれやむらがあるとをは 



























































f プリントへッドをクリーニングする 

ノズルチェックパターンを印刷して、パターンに欠けや白いすじがある場合は、プリントヘッドのクリー 
ニングを行ってください。ノズルのつまりを解消し、プリントヘッドを良好な状態にします。プリント 
ヘッドをクリーニングすると、使用したインクがインク吸収体に吸収されます。インクを消耗しますので、 
クリーニングは必要な場合のみ行ってください。 

1 本機の電源が入つていることを確認し、カセットに A 4 サイズの普通紙を 

1巧セットする 

I 排紙トレイを開いてか5、 補助 トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

〇 補助トレイを開きます。 

3 プリントへッドをクリーニングする 

メニューボタンを押します。 

イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、 
日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

メンテナンス画面が表示されます。 

▲▼ボタンで[クリーニング]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

確認画面が表示されます。 

▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

プリントへッドのクリーニングが開始されます。 

クリーニングが終了するまで、ほかの操作を行わな 
いでください。終了まで約1分かかります。 

パターン印刷の確認画面が表示されます。 

▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

ノズルチェックパターンが巧刷されます。 

4 ノズルチェックパターンを確認し、要な巧処をとる ^ P . 14 

クリーニングを2回まで繰り返して行っても、改善されないときには、強カクリーニングを行ってください。 

与 >p.i 目 


〇 

〇 


y 了 ■■し斗 エレつ I 

ク|」_ニンク J 

5ま刀立|」~ニツ？ 

インク品質な持 _ ■ 

定:期 □ー ラク I 」 一ニ ンヴ 

ヘッド化置調整一自動 _ 


インク品質な持 


定:期 □ー ラクI」 一ニンヴ 

ヘッド化置調整一自動 

03=►ホ定 


0 

〇 

0 


0 


お手入れ 


印刷にかすれやむらがあるとさは 
















f プリントへッドを強カクリーニングする 

プリントヘッドのクリーニングを行っても効果がない場合は、強カクリーニングを行ってください。強力 
クリーニングを行ラと、使用したインクがインク吸収体に吸収されます。強カクリーニングは、通常のク 
リーニングよりインクを消耗しますので、必要な場合のみ行ってください。 

1 本機の電源が入つていることを確認し、カセットに A 4 サイズの普通紙を 

1枚セットする 

1 排紙トレイを開いてか5、 補助 トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

© 補助トレイを開きます。 

3 プリントへッドを強カクリーニングする 

メニューボタンを押します。 

イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、 
日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

メンテナンス画面が表示されます。 

▲▼ボタンで[強カクリーニング]を選び、日 K ボ 
タンを押します。 

確認画面が表示されます。 

▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

プリントへッドの強カクリーニングが開始されます。 

強カクリーニングが終了するまで、ほかの操作を行 
わないでください。終了まで約2分かかります。 

パターン印刷の確認画面が表示されます 

▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

ノズルチェックパターンが巧刷されます。 

4 プリントへッドのが態を確認する 

〇 ノズルチェックパターンを確認します。与 P .14 

特定の色だけが印刷されない場合は、そのインクタンクを交換します。 ^ P .2 

〇 改善されない場合は、本機の電源を切って24時間上経過したあとに、もラー度強カク 
リーニングを行います。 

& それでも改善されない場合は、プリントヘッドが故障している可能性があります。お客様相 
談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。^ P .67 


〇 

〇 


y スルチェ■^ ウ_ I 

ク I 卜こン I 

r 强カクリーニ>ヴ 1 


定期□ーラク I 」一ニンヴ 


ヘッド化置調整一自動 

03=►ホ定 


0 

〇 

0 


〇 


お手入れ 


印刷にかすれやむらがあるとをは 

















f プリントへッド位置を調整する 

畳線がずれたり、印刷結果が思わしくない場合は、プリントヘッド位置を調整してください。 

ここでは、自動ヘッド位置調整について記載しています。手動ヘッド位置調整については、『ユーザーズガ 
イド』（電子マニュアル）の「手動でプリントヘッド位置を調整する」を参照してください。 


•重要 


用紙は必ずカセットにセットしてください。後トレイか5はプリントへッドの位置調整はできません。 

位置調整パターンは黒と青で印刷されます。 

1 本機の電源が入つていることを確認し、カセットに A 4 サイズの普通紙を 

4巧セットする 

I 排紙トレイを開いてか5、 補助 トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

〇 補助トレイを開きます。 

3 プリントへッドの位置調整パターンを EP 刷する 

〇 メニューボタンを押します。 

〇 イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、 
日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

メンテナンス画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[ヘッド位置調整一自動]を選び、 

日 K ボタンを押します。 

確認画面が表示されます。 

[へッド位置調整値印刷]を選ぶと、現在の調整値を印刷で 
さます。 

0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

パターンが印刷され、プリントヘッド位置が自動的 
に調整されます。印刷が終了するまで約目分かかり 
ます。 

• 自動調整が正しく行えなかったときには、液晶モニターに 
[自動へッド位置調整に失敗しました]のメッセージが表示さ 
れます。「液晶モニターに エラーメ ッセージが表示されてい 
る」 （P.32) を参照してください。 

• 上記の手順でへッド位置調整を行ってち印刷結果が思わしく 
ない場合は、『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「手 
動でプリントヘッド位置を調整する」を参照して、手動へッ 
ド位置調整を行つてください。 
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印刷にかすれやむらがあるとさは 



















I 清掃ずる 

ここでは、清掃のしかたについて説明します。 

[ a 注意 I 

• 清掃には、ティッシュペーパーやペーパータオルは使わないでください。本機内部に紙の粉や細かな糸くずなどが残 
り、プリントヘッドの目づまりや印刷不良などの原因になることがあります。部品を傷つけないよラに、必ず柔5か 
い巧を使ってください。 

• ベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の化学薬品は使わないでください。故障または本機の表面を傷める原 
因になります。 


f 本機の巧れをふを取る 

本機の外側をふくとさは、必ず柔らかい布（めがねふきなど）を使用し、なるべく布のしわを伸ばしてか 
らやさしくミちれをふさ取ってください。 


•重要 


• 清掃する前に、電源を切り、電源プラグを抜いてください。 

•ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を切ることがでさません。 

• 本機の電源を切るとファクスを受信することがでさません。 

• 電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くときは、必要な 
ファクスを送信または印刷しておいてください。 

• 本機の外側を清掃する場合は、ティッシュやさめの粗い巧などを使用すると表面に傷がつくため使用しないでくださ 
い。 

• 中性洗剤やベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の化学薬品は表面を傷めますので使用しないでください。 


f 原稿台ガラスの周辺部分を清掃する 


•重要 


• 清掃する前に、電源を切り、電源プラグを抜いてください。 

•ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を切ることがでさません。 

• 本機の電源を切るとファクスを受信することがでさません。 

• 電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くときは、必要な 
ファクスを送信または印刷しておいてください。 

• 原稿台カバーの裏側（白い部分）（巳）のシートは傷がつさやすいので、やさしくふいてください。 


きれいで柔5かく、糸くずの出ない布を用意してください。 

原稿台ガラス （ A )、 原稿台カバーの裏側（白い部分） （ B )、 ( D ) 

ADF (自動原稿給紙装置）のガラス （ C)、ADF (自動原稿 
給紙装置）の裏側（白い部分） （ D ) の巧れや、ほこりをや 
さしくふき取ります。とくにガラス面は、ふいたあとが残 （ C ) 

らないように十分ふき取ってください。 



お手入れ 


清掃する 








f ADF (自動原稿給紙装置）を清掃する 


•重要 


• 清掃する前に、電源を切り、電源プラグを抜いてください。 

•ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を切ることがでさません。 

• 本機の電源を切るとファクスを受信することができません。 

• 電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くときは、必要な 
ファクスを送信または印刷しておいてください。 

1 原稿トレイを開ける 



2 原稿 フイーダカバーを 開ける 



3 柔5か<清潔なきめの細かい（糸<ずの出ない）巧で、原稿フイーダカ 
7 V ’一の巧側か S 紙の粉をふを取る 

原稿フィーダカバーの内側 


4 ふを終わった S 、 カチッと音がずるまで、原稿フイーダカバーを巧して、 
閉じる 

5 原稿トレイを閉じる 




お手入れ 


清掃する 











f 給紙□—ラクリーニングを巧う 

後トレイまたはカセットか5用紙がうまく送5れないときは、給紙□ーラのクリーニングを行ってくださ 
い。給紙□ーラのクリーニングは給紙□ーラが磨耗しますので、必要な場合のみ行ってください。 


•重要 


•ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を切ることがでさません。 

• 本機の電源を切るとファクスを受信することがでさません。 

• 電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くときは、必要な 
ファクスを送信または印刷しておいてください。 

1 本機の電源が入っていることを確認し、本機にセットされている用紙をす 
ベて取り除< 

1 給紙口ーラを清掃する 

〇 メニューボタンを押します。 

0イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタンを押します。 

メンテナンス画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[給紙□ーラクリーニング]を選び、日 K ボタンを押します。 

確認画面が表示されます。 

0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押します。 

© ▲▼ボタンで[後トレイ]または[カセット]を選び、日 K ボタンを押します。 

給紙□ーラがクリーニングを開始します。 

3 手順 2-0 か S 〇の操作を2回繰り返す 
4排紙トレイを開いてか S 、 補助トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

© 補助トレイを開きます。 

9 給紙口ーラの回面がとまったことを確認し、クリーニングを行った給紙箇 
巧（後トレイまたはカセット）に A 4 サイズの普通紙を3巧、縦にセッ 
卜ずる 


お手入れ 
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清掃する 






6 手順 2-0 か S © の操作を3回繰り返す 

給紙□ーラクリーニングが実行され、用紙が排出されます。 

後トレイのクリーニングで改善が見られない場合は、湿らせた綿棒などを使って後トレ 
イ内ち側にある給紙□ーラを回しながらふいてください。給紙□ーラは指で触らず、綿 
棒を使って回してください。 



上記の操作を行っても改善されない場合は、お客様相談センターまたは修理受付窓□に 
修理をご依頼ください。与 P .67 


清掃する 




f インクふを取りクリーニングを巧う 

本機内部の巧れをとります。本機内部が巧れていると、印刷した用紙が巧れる場合がありますので、定期 
的に行うことをお勧めします。 


•重要 


• インクふき取りクリーニングは、後トレイに用紙をセットして行います。 

• インクふさ取りクリーニング中はほかの操作をしないでください。 

1 本機の電源が入っていることを確認し、後トレイにセツトをれている用紙 
を取り除< 

1 排紙トレイを開いてか S 、 補助トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

0補助トレイを開きます。 

3 A 4 サイズの用紙を横半分に巧ってかん開く 

4 開いた面が上になるように、後トレイに 1 
巧だけ七ットする 


5 インクふを取りクリーニングを行う 

〇 メニューボタンを押します。 

0イ►ボタンで[メンテナンス/各設定]^を選び、日 K ボタンを押します。 
メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタンを押します。 

メンテナンス画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[インクふき取り]を選び、日 K ボタンを押します。 

確認画面が表示されます。 

0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押します。 

インクふき取りクリーニングが実行され、用紙が排出されます。 

排出された用紙の山折り部分を確認し、インクが付いている場合は再度クリーニングを行い 
ます。 

再度クリーニングを行ってもインクが付くとさは、本機内部の突起が巧れている場合があり 
ます。手順にしたがって清掃してください。与 P .2 已 

^^#51 

再度インクふさ取りクリーニングを行ラ場合は、新しい用紙をご使用ください。 



お手入れ 
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清掃する 







f 搬送□—ラの定期□—ラクリーニングを巧う 

m 下のメッセージ画面が表示された場合は、なるべく早く搬送□ーラのクリーニングを行ってください。 


•重要 


メッセージ画面が表示されるまでは、定期□ーラクリーニングを行ラ必要はありません。 


ェラー 


敝送部が帝れている 
可能をがあ y ます 
定期□ーラクホーニンクを 
行つてくだろい 
《巧用説日月まを参照方 


<¢151 

搬送□ーラの清掃を知5せるメッセージが表示された後も印刷は行えますが、搬送□ーラがミちれていると、印刷した用 
紙がミちれたり、印刷結果に問題が出る場合があります。なるべく早く定期□ーラクリーニングを行ラことをお勧めしま 
す。 

■ クリーニングシートの収納と取り出し 

クリーニングシートは、本機に曰枚付属しています。 

このクリーニングシートは、本機の原稿台カバーの裏に収納しておくことがでさます。 

クリーニングシートがなくなった場合は、お客様相談センターにお問い合わせください。づ P.67 

1 原稿台カバーを開き、クリーニングシートホルダを巧りかす 




お手入れ 


清掃する 
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2 クリーニングシートの収納/取り出しを行う 

〇クリーニングシートの収納/取り出しを行います。 



• 本機には曰枚のクリーニングシートが付属しています。 

•使用しないクリーニングシートは、シートの入っていたパッケージに戻し、密封して収納してくださ 
い。 

0クリーニングシートホルダを取り付けます。 



■ 定期□ーラクリーニングを巧う 


•重要 


• 定期□ーラクリーニングは、後トレイか5専用のクリーニングシートを給紙して行います。 

• 定期□ーラクリーニング中はほかの操作をしないでください。 

1 本機の電源が入つていることを確認し、後トレイにセツトされている用紙 

を取り除< 

1 クリーニングシートを用意ずる 

「クリーニングシートの収納と取り出し」 （ P .23) を参照し、クリーニングシートを1 
枚取り出します。 

3 排紙トレイを開いてか S 、 補助 トレイを開< 

〇排紙トレイオープンボタンを押して、排紙トレイを開きます。 

〇 補助トレイを開きます。 

排紙トレイ上に印刷した用紙がある場合は取り除いてください。 


お手入れ 
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清掃する 






4 クリーニングシートの保護テープをはがし、粧着面が下になるように後卜 
レイにセットする 



5定期口ーラクリーニングを行う 

〇 メニューボタンを押します。 

Q イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、日 K ボタンを押します。 
メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[メンテナンス]を選び、日 K ボタンを押します。 
メンテナンス画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[定期□ーラクリーニング]を選び、日 K ボタンを押します。 
確認画面が表示されます。 

0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押します。 

定期□ーラクリーニングが実行され、用紙が排出されます。 


I •重要 


使用済みのクリーニングシートはすぐに捨ててください。排出されたクリーニングシートには、ミちれが付着しています 
のでを服や周囲をミちさないよラ、取り扱いには十分に注意してください。 

f 本機巧 SB の巧れを清掃する 


•重要 


• 清掃する前に、電源を切り、電源プラグを抜いてください。 

•ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を切ることができません。 

• 本機の電源を切るとファクスを受信することができません。 

• 電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くときは、必要な 
ファクスを送信または印刷しておいてください。 

本体内部にインクが付着して巧れている場合は、綿棒など 
を使ってインクミちれを T 寧にふさ取ってください。 




お手入れ 


清掃する 


2已 











本機の設定を変更ずる 


ここでは、コピーフチはみ出し量を設定する操作を例に、各設定画面の設定変更の手順について説明しま 
す。 

1 本機の電源が入つていることを確認し、メニューボタンを巧す 

2各設定を選ぶ 

〇イ►ボタンで[メンテナンス/各設定] W を選び、日 K ボタンを押します。 
メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[各設定]胃を選び、日 K ボタンを押します。 

各設定画面が表示されます。 


設定画面を表术する 



〇 


ボタンで項目を選び、日 K ボタンを押します。 


SIEP 刷訪定 


E 口刷面 r.i 


r コピーつチはみ出し量 


故ま 


向ち]排邸 r ミ足 


自動インク品質巧持 


03 * ホ：走 


-0 ▲▼ボタンで項目を選び、日 K ボタンを押します。 
選んだ項目の設定画面が表示されます。 


設定を変更する 


-つチはみ出し畳 


はみ出し量小 y 

I はみ出し量六 I 

03 =►ホ：走 


〇 


ボタンで設定項目を選び、日 K ボタンを押しま 


す。 


本機の設定を変更する 



本機の設定について 






































f フアクス設定 

設定項目については、『操作ガイド（ファクス操作編)』を参照してくださし、。 

f 印刷設定 

■ 印刷面こすれ改善 

印刷面がこすれてしまった場合のみ設定します。 


•重要 


画質が低下する場合があるので、印刷終了後は[しない]に戻してください。 

■ コピーフチはみ出し量 

フチなし全面印刷のとき、はみ出し量を設定します。 


I •重要 


コピーモードを選んだとさのみ、設定が有効になります。 

フチなし全面印刷をしてもフチありで印刷される場合は、[はみ出し量大]に設定すると改善される場合があ 
ります。 

■ 両面排紙設定 

両面原稿の排紙方法を設定します。 

[ぺージ順に排紙]:同じぺージ順で原稿が排紙されます。 

[スピード優先一裏表順]:スピードを優先するため、裏表の順で原稿が排紙されます。 

■ 自動インク品質保持 

品質を保持するために定期的にインクをかき混ぜるかどうかを設定します。 

[する]:定期的に自動でインクをかき還ぜる動作を行います。 

[しない]:定期的に自動でインクをかき湿ぜる動作を行いません。 


•重要 


通常は「する」を設定してください。「しない」を選んだときは、『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の 
r 手動でインク品質保持を行ラ」を参照して、定期的に（週1回ぐ5いの間隔で）インクをかき混ぜてくださ 
し、。 



本機の設定について 


本機の設定を変更する 
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f PictBridge 設定 

詳しくは、『操作ガイド（本体操作編)』の 「 PictBridge 対応機器から巧刷する」の 「 PictBridge の印刷 
設定について」を参照してください。 

f LAN 設定 
■ LAN 設定リセット 

本機のネットワーク設定情報を初期化します。 


•重要 


初期化を行ラとパソコンとのネットワーク接続情報がすべて削除され、印刷やスキャンがでさなくなる場合が 
あります。再度、ネットワーク接続でご使用になる場合は、『ネットワークセットアップガイド』を参照して 
セットアップを行ってください。初期化を行う際には、十分注意してください。 

(^tS) 

Canon IJ Network Tool で初期化する場合は、『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の 「Canon IJ 
Network Tool でネットワーク接続情報を初期化する」を参照してください。 

■ LAN 設定情腺巧 


本機のネットワーク設定情報を液晶モニターに表示します。 
下のよラな設定情報が表示されます。 


表示される項目ち 

設定内容 （ IPv 4 の場合） 

設定内容 （IPv 巨の場合） 

接続状態 

有効/無効 

有効/無効 

IP アドレス 

XXX. XXX. XXX. XXX 

XXXX : XXXX : XXXX : XXXX : 
XXXX : XXXX : XXXX : XXXX 

サブネットマスク 

XXX. XXX. XXX. XXX 

- 

ヴブネットプレフィックス長 

- 

XXX 

デフォルトゲートウェイ 

XXX. XXX. XXX. XXX 

XXXX : XXXX : XXXX : XXXX : 
XXXX : XXXX : XXXX : XXXX 

MAC アドレス 

XX : XX : XX : XX : XX : XX 

XX : XX : XX : XX : XX : XX 

MAC アドレス制限 

ON/OFF 

ON/OFF 

IPs 巨 C 

- 

有効/無効 

セキュリティ方法 

- 

ESP / ESP & AH / AH 

事前共有キー 

- 

xxxxxxxxxxxxxxxx* 


(" X " は〇〜9、 A 〜 F の英数字を示す） 

* 事前共有キーは最大16夕字 （0 〜9、 A 〜 Z 、 a 〜 Z の英数字）まで入力でさます。 


■ IPv 4/ IPv 6 設定 

IP パ'-ジョン （ IPv 4 または IPv 6) を設定します。通常は IPv 4 設定でご使用いただくことをお勧め 
します。 

■ WSD 設定 

Windows Vista がヴポートするネットワークプロトコルの設定（有効/無効）を切り替えます。 

^#51 

本設定を有効にした場合 、 Windows Vista のネットワークェクスプ□ーラにプリンタアイコンが表示されま 
す。 


本機の設定を変更する 



本機の設定について 


















f その他の設定 
■ 力ード書を込み状態 

パソコンか5メモリーカードに書き込みができるよラにするかを選びます。 


•重要 


• この設定は、メモリーカードを抜いてか5行ってくださし、詳しくは、『操作ガイド（本体操作編)』の 
「カードス□ットをパソコンのドライブに設定する」を参照してください。 

• [US 目か5可能]または [LAN か5可能]に設定した場合は、本機だけでメモリーカードか5の印刷を行ラ 
ことはできません。メモリーカード専用ドライブの操作を終了後、必ず同様の操作で[書さ込み禁止]に戻 
してください。また、本機の電源を切った場合も [US 巳か5可能]または [LAN か5可能]は解除され、 
次に電源を入れたとさには[書き込み禁止]に設定が戻ります。 

■ 音量調整 

音量を調整します。 

[キータッチ音量設定]:操作パネルのボタンを押したときに出る音の音量を調整します。 

[アラーム音量設定]:エラー警告音の音量を調整します。 

■ コントラスト調整 

液晶モニターの表示コントラストを調整します。 

■ スライドシヨー設定 

スライドショーで表示する写真の画質を設定します。 

[画質標準]に設定すると約曰秒間隔で表示され、[画質されい]に設定した場合は、画像の解像度により次 
の画像表示までの時間が異なります。 

■ サイレント設定 

夜間など、本機の動作音が気になるとさに、本機で設定します。 

じ(下のときの動作音をおさえることができます。 

♦ コピーす るとさ 

♦ メモリーカード印刷をするとさ 

♦ PictBridge 対応機器から印刷するとき 
♦ 受信したファックスを印刷するとさ 


•重要 


•サイレント設定を[しない]にしたときに比べ、印刷速度が低下する場合があります。 

• 給紙方法や印刷品質の設定によっては、効果が少ない場合があります。 

また、準備動作時の音などは、通常の音と変わりません。 

スキャンするときやパソコンか5印刷するときの動作音をおさえるには、パソコンで設定します。 

スキャンするとさ^『スキャンガイド』（電子マニュアル） 

パソコンか5印刷するとさ^ 『PC プリントガイド』（電子マニュアル） 

■キー U ピート 

部数やズーム値を入力するときに、▲▼イ ► ボタンの長押しで数値がはやく増えたり減ったりできる 
機能を使用する/しないの設定を行います。 


本機の設定を変更する 



本機の設定について 






r 言語選が 

液晶モニターに表示する言語を変更します。 

f 設定リセット 

本機で設定した値を、ご購入時の設定に戻すことがでさます（使用状況により、一部のデータはリセット 
されないことがあります）。 

[電話番号登録のみ]:登録した電話番号の設定のみご購入時の設定に戻します。 

[設定値のみ]:用紙サイズや用紙の種類、各設定の項目など、電話番号(外の設定をご購入時の設 
定 I しおします。 

[両方リセット]:電話番号と設定値の両方をご購入時の設定に戻します。 


本機の設定について 
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本機の設定を変更する 




I 困ったとまには 

本機を使用中にトラブルが発生したときの対処方法について説明します。 

ここでは本機の操作でトラブルに対処する方法を中/に説明します。パソコンで対処する方法については、『ユーザーズ 
ガイド』（電子マニュアル）の「困ったとさには」ちあわせて参照してください。『ユーザーズガイド』（電子マニュアル) 
の見かたについては、『操作ガイド（本体操作編)』の「取扱説明書について」の 「step 4電子マニュアル（取扱説明 
書)」を参照してください。 

• 液晶 モニターにエラーメ ツ セージが 表示されている与 P .32 
♦液晶表示が見えない/見えにくい^ P .36 
♦ 曰本語外の言語が表示されている与 P .37 

♦ MP ドライバがインス!-ールでさない与 P .37 
♦パソコンとの接続がラまくいかない与 P .39 

♦ 印刷結果に満足できない^ P .40 
•コピーの結果に満足でさない与 P .43 
♦印刷が始まらない与 P .44 
♦ 動作はするがインクが出ない^ P .44 
♦ 用紙がうまく送られない与 P .4 曰 
♦用紙がつまる与 P .4 目 

♦ ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまる^ P . 已日 
♦ 本機を使用していないのに動作音がする与 P . 已3 

♦パソコンの画面にメツセージが表示されている^ P . 已4 

♦ Piet 巨 ridge 対応機器にエラーメツセージが表示されている^ P . 已7 
♦フォトナビシートか5うまく印刷でさない^ P . 已8 

♦ メモリーカードが取り出せない与 P . 已8 
♦スキヤンがラまくでさない与 P . 已9 

♦ファクスを受信でさない/ファクスを送信でさない/電話がつながらない与 P . 已9 


エラーび発をしたとをは 

印刷中に用紙がなくなったり、紙づまりなどのトラブルが発生すると、自動的にトラブルの対処方法を示す 
エラーメッセージが表示されます。この場合は、表示された巧処方法にしたがって操作してください。 


エラー番号：1000 

用紙がありません。後トレイに用紙を正し<七ットして、プリンタの OK ボタ 
ンを巧して<だまい。 

( ジョブを削な ） 〔すべてのジョブを停止)ヨブを夕止苗 


困ったとさには 






























f 液晶モニターにエラーメッセージが表巧をれている 

液晶モニターにエラー/確認メッセージが表示されたときには、下の対処方法にしたがってください。 


エラー/確認メッセージ 

巧処方 ミ 去 

インクびな<なつた可能性があります 
(一旦印刷を中止し、） 

インクタンクの交換をお勧めします 
U 044 

インク （ PGI -2 P 巨 K / 丫 / M / C 、 PGI -1 BK ) がなくなった可能性があります 
(インクランプが点滅しています）。 

印刷途中の場合は、本機のストップ/リセットボタンを巧して一旦印刷を中止 
し、その後インクタンクを交換してか5再度印刷することをお勧めします。 

印刷が終了していない場合は、インクタンクを取り付けたまま本機の日 K ボタ 
ンを巧すと、印刷を続けることができます。印刷が終了した！5インクタンクを 
交換することをお勧めします。インク切れの状態で印刷を続けると、故障の原 
因となるおそれがあります。 


• 複数のインクランプが点滅している場合は、「カラーまたはブラックインク 
の状態を確認する」 ( P .2) を参照して、インクタンクの状態を確認してく 
ださい。 

• この状態で印刷するとファクスの内容が失われる可能性があるため、インク 
を交換するまでは、受信したファクスを印刷しないでメモリに保存します。 
メモリに保存したファクスは手動で印刷する必要があります。メモリに保存 
しないで、強制的に印刷するようにも設定でさますが、インク切れにより、 

ファクスの内容が部分的に、もしくはすべて印刷されないことがあります。 

クリアインクタンクび空になりました 
インクタンクの交換をお勧めします 
U 045 

クリアインクタンクが空になりました。 

クリアインクタンクを新しいものに交換することをお勧めします。 

印刷が終了していない場合は、本機の日 K ボタンを巧すと、印刷を続けること 
ができます。印刷が終了した5クリアインクタンクを交換することをお勧めし 
ます。クリアインクがなくなると、普通紙の印刷ができなくなります。 

プリントへッドび装着をれていません 
プリントへッドを装着してくだをい 
U 051 / 

プリントへッドの種類が違います 
正しいプリントへッドを装着してくだ 
をい 

U 052 

本機の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5おいてください。修理 
が必要な可能性があります。修理受付窓□へご連絡ください。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 

正しい位置に取り付け S れていないイ 
ンクタンクびあ0ます 

U 072 / 

下記のインクタンクび複数取り付け S 
れています 

U 071 

• 正しい位置にセットされていないインクタンクがあります（インクランプが 
点滅しています)。 

• 同じ色のインクタンクが複数セットされています（インクランプが点滅して 
います)。 

各色のインクタンクの取り付け位置に、正しいインクタンクがセットされてい 
ることを確認してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .2) 

下記のインクタンクび認識でをません 
U 043 

U 140 

U 150 

• インクタンクが取り付け5れていません。インクタンクを取り付けてくださ 
い。 

^「インクタンクを交換する」 （ P .2) 

• 本機がサポートでさないインクタンクが取り付け5れています（インクラン 
プが消なしています)。 

正しいインクタンクを取り付けてください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .2) 

• インクタンクにエラーが発生しました（インクランプが消好しています)。 
インクタンクを交換してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .2) 



困ったとさには 
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エラー/確認メッセージ 

巧処方ま 

クリアインクびな<なりました 
インクタンクを交換して<だをい 
U 165/ U 1 巨6 

クリアインクがなくなりました。 

クリアインクタンクを新しいものに交換してください。 

クリアインクタンクを交換しない場合は、本機のストップ/リセットボタンを 
巧してエラーを解除してください。印刷は中止されます。 

クリアインクがない状態で普通紙の印刷を続けると、印刷品位が著しく低下 
し、カセット給紙部に損傷を与えるおそれがあります。このため、新しいクリ 
アインクタンクに交換するまでは普通紙の印刷はできません。 

A 

本機の電源プラグを抜くなどして、強制的に電源が切れた場合、クリアインク 
がなくなっていると本機のストップ/リセットボタンを巧してもエラーが解除 
されないことがあります。クリアインクタンクを新しいものに交換してくださ 
い。 

^#51 

新しいクリアインクタンクに交換するまでは、受信したファクスを印刷しない 
でメモリに保存します。メモリに保存したファクスは手動で印刷する必要があ 
ります。 

インクびな<な0ました 
(一旦印刷を中止し、） 

インクタンクを交換して<ださい 

U 171 

インク （ PGI -1 巨 K ) がなくなりました（インクランプが点滅しています）。 

印刷途中の場合は、本機のストップ/リセットボタンを巧して一旦印刷を中止 
し、その後インクタンクを交換してか5再度印刷を開始してください。このま 
ま印刷を続けると本機に損傷を与えるおそれがあります。 

印刷を続けるにはインク残量検知機能を無効にする必要があります。本機のス 
トップ/リセットボタンを已秒!;(上巧してか5離してください。この操作を行 
ラと、インク残量検知機能を無効にしたことを履歴に残します。 

インク切れの状態で印刷を続けたことが原因の故障についてはキヤノンは責任 
を負えない場合があります。 

• インク残量検知機能を無効にすると、液晶モニターのインク残量画面でイン 
クタンクがグレー色に表示されます。 

与「カラーまたはブラックインクの状態を確認する」 （ P .2) 

• この状態で印刷するとファクスの内容が失われる可能性があるため、インク 
を交換するまでは、受信したファクスを印刷しないでメモリに保存します。 
メモリに保存したファクスは手動で印刷する必要があります。メモリに保存 
しないで、強制的に印刷するようにも設定でさますが、インク切れにより、 

ファクスの内容が部分的に、もしくはすべて印刷されないことがあります。 

インクなしを巧知しました 
(一旦印刷を中止し、） 

インクタンクを交換して<だをい 

U 172 

インク （ PGI -2 P 巨 K / Y / M / C ) なしを検知しました（インクランプが点滅して 
います)。 

印刷途中の場合は、本機のストップ/リセットボタンを巧して一旦印刷を中止 
し、その後インクタンクを交換してか5再度印刷を開始してください。 

インクが混ざるなどの印字不良を防ぐために、インクタンク内のインク残量が 
品質保持に必要な量を下回るとエラーを表示して印刷を停止する設計になって 
います。 


困ったとさには 



困つたとさには 














エラー/確認メッセージ 

巧処方ミ去 

インクなしを巧知しました 
(一旦印刷を中止し、） 

インクタンクを交換して<だをい 

U 181 

インク （ PGI -1 巨 K ) なしを検知しました（インクランプが点滅しています)。 

一旦印刷を中止し、その後インクタンクを交換してから再度印刷を開始してく 
ださい。 

一度空になったインクタンクが取り付けられています。 

インク切れの状態で印刷を続けると、本機に損傷を与えるおそれがあります。 
印刷を続けるにはインク残量検知機能を無効にする必要があります。無効にす 
る場合は、本機のストップ/リセットボタンを已秒!;(上巧してか5離してくだ 
さい。* 

* この操作を行ラと、インク残量検知機能を無効にしたことを履歴に残します。 
印刷の続行またはインクの補充が原因の故障についてはキヤノンは責任を負い 
かねます。 


• インク残量検知機能を無効にすると、液晶モニターのインク残量画面でイン 
クタンクがグレー色に表示されます。 

^「カラーまたはブラックインクの状態を確認する」 （ P .2) 

• この状態で印刷するとファクスの内容が失われる可能性があるため、インク 
を交換するまでは、受信したファクスを印刷しないでメモリに保存します。 
メモリに保存したファクスは手動で印刷する必要があります。メモリに保存 
しないで、強制的に印刷するようにも設定でさますが、インク切れにより、 

ファクスの内容が部分的に、もしくはすべて印刷されないことがあります。 

インクなしを巧知しました 
(一旦印刷を中止し、） 

インクタンクを交換して<だをい 

U 182 

インク （ PGI -2 P 目 K / Y / M / C ) なしを検知しました（インクランプが点滅して 
います)。 

一旦印刷を中止し、その後インクタンクを交換してか5再度印刷を開始してく 
ださい。印刷を再開する前に必ずインクタンクを交換してください。 

一度空になったインクタンクが取り付け5れています。 

インク切れの状態で印刷を続けると、インクが混ざるなどの印字不良や、本機 
の故障の原因となるおそれがあります。 

印刷を続けるにはインク残量検知機能を無効にする必要があります。無効にす 
る場合は、本機のストップ/リセットボタンを已秒於上巧してか5離してくだ 
さい。* 

* この操作を行ラと、インク残量検知機能を無効にしたことを履歴に残します。 
印刷の続行またはインクの補充が原因の故障についてはキヤノンは責任を負い 
かねます。 


• インク残量検知機能を無効にすると、液晶モニターのインク残量画面でイン 
クタンクがグレー色に表示されます。 

^「カラーまたはブラックインクの状態を確認する」 （ P .2) 

• この状態で印刷するとファクスの内容が失われる可能性があるため、インク 
を交換するまでは、受信したファクスを印刷しないでメモリに保存します。 
メモリに保存したファクスは手動で印刷する必要があります。メモリに保存 
しないで、強制的に巧刷するようにも設定でさますが、インク切れにより、 

ファクスの内容が部分的に、もしくはすべて印刷されないことがあります。 

写真データびありません 

• セットしたメモリーカードに読み込める画像データが保存されていません。 
♦画像ファイル名（フォルダ名）に、全角夕字（漢字、カナ等）があると、認 
識でさない場合があります。全角夕字を半角英数字に変更してみてくださ 
い。 

• パソコン上で編集/加工したデータは、必ずパソコンか5印刷を行ってくだ 
さい。 

カード書を込みが態が書を込み可能に 
設定をれています 

カードを巧いて書を込み禁止に設定し 
てか6操作して<だをい 

力ードス□ットが書き込み可能 （[ US 巨か5可制または [ LAN か5可能]) 
になっています。 

力ードス□ットが [ US 巨か5可能]または [ LAN か5可能]に設定されてい 
ると印刷でさません。書さ込みの操作を終了後、[書さ込み禁止]に戻してく 
ださい。 



困ったとさには 
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エラー/確認メッセージ 

巧処方ま 

インク吸収はび満杯に巧づをました 

OK ボタンで継続でをますび早めに修 
巧受付窓 □ に連結して < ださい 

インク吸収体が満杯に近づいています。 

本機は、クリーニングなどで使用したインクが、インク吸収体に吸収されま 
す。 

この状態になった場合、本機の 0 K ボタンを巧すと、エラーを解除して印刷が 
再開できます。満杯になると、印刷できなくなり、インク吸収体の交換が必要 
になります。お早めにお客様相談センターまたは修理受付窓□にご連絡くださ 
し、。お客様ご自身によるインク吸収体の交換はできません。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 

インク吸収化の交換びが要です 
お客様相談センターまたは修理受付窓 
□にご連絡<だをい 

インク吸収体が満杯になりました。 

本機は、クリーニングなどで使用したインクが、インク吸収体に吸収されま 
す。 

この状態になった場合、交換が必要です。お早めにお客様相談センターまたは 
修理受付窓□にご連絡ください。お客様ご自身によるインク吸収体の交換はで 
さません。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .67) 

自動へッド位置調壁に失敗しました 

OK ボタンを巧して操作をやり直して 
くだをいぶほ用説明書を参照夕 

• ノズルが目づまりしています。 

本機の日 K ボタンを巧してエラーを解除し、ノズルチェックパターンを印刷 
してプリントへッドの状態を確認してください。 

与「ノズルチェックパターンを印刷する」 （ P .13) 

^「印刷されない/印刷がかすれる/違ラ色になる/置線がずれる」 

( P .41) 

• カセットに A 4 サイズの普通紙於外の用紙がセットされています。 

本機の日 K ボタンを巧してエラーを解除し、カセットに A 4 サイズの普通紙 
を4枚セットしてください。 

自動でへッド位置調整を行ラ場合は、必ずカセットに用紙をセットしてくだ 
さい。 

• 本機の排紙□内に強い光が当たっています。 

本機の日 K ボタンを巧してエラーを解除し、排紙□内に光が当た5ないよう 
に調整してください。 

上記の対策をとったあと、再度へッド位置調整を行ってちエラーが解決されな 
いとさには、本機の日 K ボタンを押してエラーを解除したあと、手動でヘッド 
位置調整を行ってください。手動ヘッド位置調整については、『ユーザーズガ 
イド』（電子マニュアル）の「手動でプリントヘッド位置を調整する」を参照 
してください。 

搬送部び巧れている可能性びあります 
定期□ーラクリーニングを巧つてくだ 
をい 

《使用説明書を参照》 

搬送部のクリーニングの時期になると、このメッセージが印刷前に表示されま 
す。 

本機の日 K ボタンを巧すと、巧刷を開始でさます。 

印刷が終了した5定期□ーラクリーニングを行うことをお勧めします。定期 
□ーラクリーニングを行わないと、印刷品質に影響が出るおそれがあります。 

与「搬送□-ラの定期□-ラクリーニングを行う」 ( P .23) 

プリンタトラブルび発生しました 

「****」部分は半角英数字で表示され、状況により表示が異なります。 

• 「己10日/己11日」と表示された場合 

1本機の電源を切0、スキヤナユニット（プリンタカバー）を開いて異物 
がないかを巧認しまず。 

2プリントヘッドホルダ（インクタンクを収めている部分）が動くような 

6、手でゆつ<り右側に寄せてホームポジションにち動をせまず（イジ 
クタンクび浮いていないことを確認しまず)。 

3本機の電源を入れ直しまず。 

それでも回復しない場合は、「それ!;(外の表示の場合」の対処ち法をご確 
認ください。 

• それ!;(外の表示の場合 

本機の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5抜いてください。修 
理が必要な可能性があります。修理受付窓□へご連絡<ださい。 

^「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 

スキヤナび正常に動作でをません 

本機の電源を切ってか！5、電源プラグをコンセントから巧いてください。已分 

1；(上たってか5、本機の電源を入れ直してみてください。それでち回復しない 
場合は、お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 ( P .67) 


困ったとさには 



困つたとさには 
















巧処方ミ去 


f 液晶表巧が見えない/見えに < い 


原因 

巧処方ミ去 

電源び入つていない/ 

液晶 モニターび 自動消！打した 

• 操作パネルのランプがすべて消なしている場合 

電源プラグを接続し、電源ボタンを巧すと、電源が入り、液晶モニターに 
メッセージが表示されます。 

•いずれかのモードボタン（コピーボタンなど）が点灯している場合 
電源ボタン1；(外の操作ノ（ネルのボタンを巧してください。 

^『操作ガイド（本体操作編)』の「電源を切る」の「液晶モニターの自動 
消丹」 

液晶 モニターの 表示び薄い 

液晶モニターの表示コントラストの調整を行ってください。 

「本機の設定を変更する」 （ P .26) 


困ったとさには 


エラー/確認メッセージ 


巧応していない機器が接続されました 
取りかしてくだをい 


• 接続した状態での操作時間が長すぎたり、データ送信に時間がかかり過ぎる 
場合は、通信タイムエラーとなり印刷できないことがあります。接続してい 
る USB ケーブルを抜さ、再度 USB ケーブルを接続してください。 

円 ctBrid 呂 e 対応機器から印刷する場合、ご使用のカメラの機種により、接 
続する前に PictBridge 対応機器で印刷するモードに切り替える必要があり 
ます。また接続後、手動で電源を入れたり、再生モードにする必要がありま 
す。ご使用の機器に付属の取扱説明書を参照のラえ、接続前に必要な操作を 
行ってください。 

それでもエラーが解決されないとさは、ほかの写真を選んで印刷でさるかど 
ラかを確認してください。 

• カメラ接続部に接続している機器を確認してください。本機と接続して直接 
印刷でさるのは、 PictBridge 対応機器だけです。 

また、 USB 八ブを使用して円 CtBrid 旨 e 対応機器を接続している場合は、 
US 巨八ブを取り外し、本機と直接接続してください。 


巧応していない USB 八ブび接続され 
ました 

取りがしてくだをい 


USB 八ブを使用して PictBridge 対応機器を接続している場合は、 USB 八ブ 
を取り外し、本機と直接接続してください。 


ADF に原稿が巧つています 
ADF の原稿を巧!認して OK ボタンを 
巧し、操作をやり直して<だをい 


原稿が ADF (自動原稿給紙装置）の中でつまっています 。 ADF (自動原稿給 
紙装置）の中の原稿を取り除さ、日 K ボタンを巧してください。エラーを解除 
した5操作をやり直してください。 

^ 「ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまる」 （ P . 已日） 


原稿サイズが長遇ぎます 

ADF の原稿を確認して OK ボタンを 

巧し、操作をやり直して<だをい 


原稿が長すぎるか 、 ADF (自動原稿給紙装置）の中に原稿がつまっています。 
ADF (自動原稿給紙装置）の中の原稿を取り除さ、日 K ボタンを巧してくださ 
し、。エラーを解除した5原稿が適切か確認して操作をやり直してください。 

=>『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」 

「ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまる」 （ P . 已日） 


原稿サイズび両面読み取りに適してい 
ません 

OK ボタンを巧すと操作を中止して原 
稿を排出します 


両面読み取りは A 4 またはレターサイズのみ対応しています。日 K ボタンを巧 
して原稿を排出後、片面ずつ読み込んでください。 


この用紙は両面印刷に巧応していませ 
ん 

用紙を取り除を OK ボタンを押してく 
ださい 


プリンタドライバで設定されている用紙サイズが、自動両面印刷に対応してい 
ません。 

A 4、 目己、 A 己、またはレターサイズの用紙にセットし直して、本機の 0 K ボ 
タンを巧して < ださい。 

用紙サイズの設定が、自動両面印刷に対応した用紙のサイズに合っているか確 
認してください。 



困つたとさには 
























MP ドライバがインス!^ールでをない 



巧処方ま 


[プリンタの接続]画面か5先に進めなくなった場合は、本機の US 巨ケーブル 
接続部とパソコンが USB ケーブルでしっかり接続されていることを確認し、 
次の操作にしたがってインストールをやり直してください。 

Windows Vis ねをご使用の場合、パソコンの画面に、[プリンタを認識してい 
ません。接続を確認してください。]というメッセージが表示されることがあ 
ります。その場合は、しば5くお待ちください。 

しば5く待っても先に進めない場合は、次の操作にしたがってインストールを 
やり直してください。 



戻る 


1[キャンセル]ポタンをクリックずる 

2 [インストール失敗]画面で[をラー度]ポタンをクリックずる 
3表示をれた画面で[戻る]ポタンをクリックずる 
4 [ PIXUSXXX ] 画面 （ rXXXJ は機種名）で臟了]ポタンをクリック 
し、巳 D-ROM を取 0 化ず 
已本機の電源を切る 
6パソコンを再起動ずる 

7ほかに起動しているアプリケーシヨンソフトがないか確認ずる 
8『かんたんスタートガイド （ USB ち 続編)』 または『ネットワークセット 
アップガイド』に記載をれている手順にしたがい、 MP ドライバをインス 
トールずる 


困つたとをには 


f 曰本語なかの言語が表巧をれている 


原因 

巧処方ま 

誤って日本語ながの言語に設定してし 
まった 

於下の操作にしたがって、日本語設定に戻してください。 

1 コピーポタンを巧し、已砂な上待ってか 6 メニューボタンを巧ず 

2 ►ポタンを 2 回巧し、 W を選び、 OK ボタンを}甲ず 

3 ► ポタンを 1 回巧し、胃を選び、 OK ボタンを}甲ず 

4 ▼ ボタンを 5 回巧し、 OK ボタンを巧ず 

5 ▲▼ボタンで[日本語]を選び、 OK ボタンを巧ず 


困つたとさには 

































原因 

巧処方法 

『セットアップ CD - ROM 』 び自動的 
に起動しない 

1[スタート]メニューか6 [コンピュータ]を開< 

Windows XP をご使用の場合は、[スタート]メニューから[マイコン 
ピュータ]を開さます。 

Windows 2日日日をご使用の場合は、デスクトップの[マイコンピュータ] 
アイコンをダブルクリックします。 

2開いたウィンドウにある CD - ROM アイコンをダブルクリックずる 

セットアップ CD - R 日 M の内容が表示された場合は、 [ MSETUP 4. EXE ] を 
ダブルクリックしてください。 

1画面上に表示をれた CD - ROM のアイコン咬1をダブルクリックずる 

^ sss \ 

[ CD - ROM ] のアイコンが表示されない場合は、次のことを試してください。 

• セットアップ CD - R 日 M をパソコンか5取り出して、再度セットする。 

• パソコンを再起動する。 

それでち CD - ROM のアイコンが表示されない場合は、パソコンでほかの CD - 
R 日 M を表示でさるか確認してください。ほかの CD - ROM が表示でさる場合 
は、『セットアップ CD - ROM 』 に異常があります。キヤノンお客様相談セン 
ターにお問い合わせください。 

与>「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 

手順どおりにインストールしていない 

『かんたんスタートガイド （ US 巨接続編)』または『ネットワークセットアッ 
プガイド』に記載されている手順にしたがい、 MP ドライバをインストールし 
て < ださい。 

MP ドライバが正しくインストールされなかった場合は、 MP ドライバを削除 
し、パソコンを再起動します。そのあとに、 MP ドライバを再インストールし 
て < ださい。 

与 『 PC プリントガイド』（電子マニュアル） 

Windows のエラーが原因でインストーラが強制終了した場合は 、 Windows 
が不安定になっている可能性があり、 MP ドライバがインストールでさなくな 
ることがあります。パソコンを再起動して再インストールしてください。 


困ったとさには 



困つたとさには 















f パソコンとの接続びラま < いかない 

■ 巧刷 • スキヤン速度び遅い/ USB 2.0 Hi - Speed として動作 
しない 


原因 


USB 2.0 Hi-Speed にが応していな 
い環境で使用している 


巧処方ま 


US 巨 2 .日 Hi-Speed に対応していない環境では、 USB1.1 での接続となりま 
す。この場合、本機は正常に動作しますが、通信速度の違いか5印刷速度が遅 
くなることがあります。 

ご使用の環境が USB 2.0 Hi-Speed に対応しているか、次の点を確認してく 
ださい。 

• パソコンの USB ポートが、 USB 2.0 に対応しているか確認してください。 

• USB ケーブルと US 目八ブが、 USB 2.0 に対応しているか確認してくださ 
い。 

US 巨ケーブルは、必ず US 巨 2 .日認証ケーブルをご使用ください。また、 
長さ 3 m 於内のものをお勧めします。 

• ご使用のパソコンが、 US 巨2.日に対応した状態になっているか確認してく 
ださい。 

最新のアップデートを入手して、インストールしてください。 

• USB 2.D 対応の US 目ドライバが正しく動作しているか確認してください。 
USB 2.0 に対応した最新の USB 2.0 ドライバを入手して、再 インストー 
J レしてください。 


上記の確認事項の操作方法につさましては、ご使用のパソコンメーカーまたは 
USB ケーブルメーカー、 US 目八ブメーカーにご確認ください。 


r さ5に高速で実行でをるデバイス J などの警告文び画 


面に表示される 


原因 

巧処方ミ去 

USB 2.0 Hi-Speed にが応していな 
い損境に接続している 

ご使用の環境が US 己 2.0 Hi-Speed に対応していないことを示しています。 
「印刷 • スキャン速度が遅い/ USB 2.0 Hi-Speed として動作しない」 

(P.39) を参照してください。 


困つたとをには 



困つたとさには 




















f 巧刷結まに満足でをない 

白すじが入る、畳線がずれる、色むらがあるなど、思ったよラな印刷結果が得5れないとさは、まず用紙 
や巧刷品質の設定を確認してください。 

♦ [チェック！]セットされている用紙のサイズや種類が、設定と合っていま 
ずか。 

設定と異なるサイズや種類の用紙をセットしていると、正しい結果が得られません。写真やイラスト 
を印刷したときにカラーの発色がよくないことがあります。 

また、設定と異なる種類の用紙をセットしていると、印刷面がこすれる場合があります。 

フチなし全面印刷を行う場合、セットした用紙と設定の組み合わせによっては、発色の差が発生する 
場合があります。 

• [チェック 2] 適切な EP 刷品質を選んでいますか。 

用紙の種類や印刷するデータに応じた印刷品質を選んでください。インクのにじみや色むらが気にな 
る場合は、画質を優先する設定にして印刷してみてください。 

※ PictBridge 対応機器か5印刷する場合は、本機の操作パネルで印刷品質を設定してください。 
Piet 目 ridge 対応機器からは印刷品質の設定はできません。 


用紙や印刷品質の設定を確認する方法は、ご使用の機器によって異なります。 


本機の操作で、コピー/メモリーカードか S の印刷など 
をする場合 

本機の操作パネル 

『操作ガイド（本体操作編)』の各機能のページ 

PictBridge 巧応機器か S 印刷する場合 

PictBridge 対応機器または本機の操作ノ（ネル 
^『操作ガイド（本体操作編)』の「デジタルカメラと直接 
つないで印刷してみよラ」 

パソコンか 6 印刷する場合 

プリンタドライバ 

づ 『PC プリントガイド』（電子マニュアル） 


♦ [チェック 3] それでも解決しない場をは、別の原因が考え S れます。 

(降の項目もあわせて確認してください。 

^「印刷されない/印刷がかすれる/違ラ色になる/畳線がずれる」 （ P .41) 

与「白いすじが入る」 （ P .41) 

^「用紙が反る/インクがにじむ」 （ P .41) 

与「印刷面がこすれる/用紙-はがきが巧れる」 （ P .42) 

与「色む5や色すじがある」 （ P .43) 


困ったとさには 


困つたとさには 
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■ 巧刷をれない/巧刷びかずれる/違ラちになる/畳線びずれる 


原因 

巧処方法 

用紙の裏表を間違えている 

片面にのみ印刷可能な用紙をご使用の場合は、後トレイには印刷可能な面を上 
にして、カセットには印刷可能な面を下にして用紙をセットしているか確認し 
て < ださい。 

用紙の裏表を間違えると、かすれたり、正しく印刷されないことがあるのでを 
意してください。 

用紙の印刷面については、ご使用の用紙に付属の取扱説明書を参照してください。 

インクびない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照してイ 
ンクタンクの状態を確認し、状態に応じて対処してください。 

用紙の給紙箇所び正しくない 

後トレイには普通紙!;(外の用紙、カセットには普通紙をセットして印刷しま 
す。用紙の種類と給紙箇所が正しいか確認してください。 

^『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」 

プリントぺツドび目づまりしている 

「印刷にかすれやむ5があるとさは」 （ P .12) を参照して、必要なお手入れの 
操作を行ってください。 

プリントへツドの位置びずれている 

プリントへッドの位置調整をしないで印刷を行ラと、畳線がずれて印刷される 
ことがあります。プリントヘッドを取り付けたあとは、必ず位置調整を行って 
ください。 

「プリントヘッド位置を調整する」 （ P .17) を参照して、自動ヘッド位置調整 
を行ってください。それでち印刷結果が思わしくない場合は、『ユーザーズガ 
イド』（電子マニュアル）の「手動でプリントヘッド位置を調整する」を参照 
して、手動ヘッド位置調整を行ってください。 

インクの濃度にむ6び発ちし、印刷に 
最適な状態になつていない 

インクタンクの中のインクが分離して、インクの濃度にむ5が発生する場合が 
あります。「巧刷にかすれやむ5があるとさは」 （ P .12) を参照し、プリント 
へッドのクリーニングを行ってください。クリーニングを2回繰り返しても、 
改善されないとさには、強カクリーニングを行ってください。 

また、「本機の設定を変更する」 （ P .26) を参照して、自動インク品質保持の 
設定が[しない]になっていないか確認してください。インク品質保持は通常 
[する]にしてご使用ください。[しない]にしている場合は、『ユーザーズガ 
イド』（電子マニュアル）の「手動でインク品質保持を行ラ」を参照して、定 
期的にインク品質保持を行ってください。インク品質保持を定期的に行わない 
と、印刷結果に影響が出る場合があります。 


■ 白いずじが入る 


原因 

巧処方法 

プリントぺッドび目ヴまりしている 

「印刷にかすれやむ5があるとさは」 （ P .12) を参照して、必要なお手入れの 
操作を行ってください。 


■ 用紙が反る/インクがにじむ 


原因 

巧処方ま 

薄い用紙をほ用している 

写真や色の濃い絵など、インクを大量に使用する印刷をするとさは、キヤノン 
写真用紙-光沢ゴールドなどの写真専用紙に印刷することをお勧めします。 

『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の旧!刷に適した用紙を 
選ぶ」を参照してください。 

用紙の給紙箇所び正しくない 

後トレイには普通紙!;!外の用紙、カセットには普通紙をセットして印刷しま 
す。用紙の種類と給紙箇所が正しいか確認してください。 

^『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」 

高い濃度設定で画像を印刷している 

画像などを高い濃度で印刷すると、インクを吸収しすぎて用紙が波打つことが 
あり、印刷面がこすれる原因となることがあります。 

コピーをしている場合は、『操作ガイド（本体操作編)』の「コピーする」を参 
照して、濃度の設定を低くし、もう一度印刷してみてください。 

パソコンをご使用の場合は、『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「印刷 
結果に満足でさない」を参照してください。 
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困ったとさには 































■ 巧刷面びこずれる/用紙•はびをび巧れる 


原因 

巧処方ま 

適切な用紙を使用していない 

• 厚い用紙や反りのある用紙を使用していないか確認してください。 

『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の「用紙について」を 
参照し、印刷に適した用紙を確認してください。 

反っている用紙を使用している場合は、「反りのある用紙を使用している」 
( P .42) を参照して、反りを直してください。 

• フチなし全面印刷を行っている場合は、用紙の上端および下端の印刷品質が 
低下する場合があります。ご使用の用紙がフチなし全面印刷のできる用紙か 
確認してください。 

^「印刷でさる範囲」 （ P .64) 

反りのある用紙をほ用している 

四隅や印刷面全体に反りのある用紙を使用した場合、用紙がミちれたり、うまく 
送られなかったりするおそれがあります。於下の手順で反りを修正してから使 
用して < ださい。 

1印刷面を上にし、表面び巧れたり傷つ<ことを防ぐために、印刷しない普通 
紙などを1枚重ねる 

2下の図のよラに反りと逆方向にかめる 


八 


3印刷ずる用紙の反りが、約2〜5 mm な巧になっていることを確認ずる 

具 バ剛面 

. ………. . 

t 勺2〜已 mm 

反りを修正した用紙は、1枚ずつセットして印刷することをお勧めします。 

ご使用の用紙によっては、反りのない用紙を使用していてち、用紙がミちれた 
り、うまく送5れなかったりする場合があります。 

その場合は、上記の手順にしたがって、印刷する前にあ5かじめ用紙を反5せ 
てから印刷してみてください。印刷の結果が改善される場合があります。 

厚めの用紙を使用している 

用紙のこすれを防止する設定にすると、プリントへッドと紙の間隔が広くなり 
ます。用紙の種類を正しく設定していてち印刷面がこすれる場合は、本機の操 
作パネルかプリンタドライバで用紙のこすれを防止する設定にしてください。* 

* 印刷後は用紙のこすれを防止する設定を解除してください。設定を解除しな 
いと、次回於降の印刷でちこの設定が有効になります。 

• 本機の操作パネルで設定する場合 

メニューボタンを巧し、[メンテナンス/各設定]、[各設定]、旧]刷設定] 

を順に選び、[印刷面こすれ改善]を[する]に設定してください。詳しく 
は、「本機の設定を変更する」 （ P .26) を参照してください。 

• プリンタドライバで設定する場合 

『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「印刷結果に満足でさない」を参 
照してください。 

印刷推奨領域を超えて印刷している 

印刷推奨領域を超えて巧刷すると、用紙の下端でインクがこすれることがあり 
ます。 

アプリケーションソフトで原稿を作成し直してください。 

印刷推奨領域については、「印刷できる範囲」 （ P .64) を参照してください。 

給紙□ーラび巧れている 

給紙□ーラをクリーニングしてください。給紙□ーラのクリーニングは給紙 
□ーラが磨耗しますので、必要な場合のみ行ってください。 

与「給紙□-ラクリーニングを行う」 （ P .2 日） 


困ったとさには 



困つたとさには 


















原因 

巧処方法 

原稿び正し<セツトされていない 

原稿が原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正しくセットされて 
いるか確認してください。 

『操作ガイド（本体操作編)』の「コピー/ファクス/スキャンする原稿をセッ 
卜する」の「原稿をセットする」を参照してください。 

原稿の裏表の向をび正し<セツトをれ 
ていない 

原稿台ガラスにセットするとさは、コピーする面を下にしてください。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットするとさは、コピーする面を上にしてくだ 
さい。 

本機で印刷したをのを原稿としてセツ 
卜している 

本機で印刷したものを原稿としてコピーすると、されいに印刷されないことが 
あります。デジタルカメラやメモリーカードか5印刷し直すか 、パソコンから 
印刷し直してください。 

原稿台ガラス、原稿台カバーの裏側、 
ADF (自動原稿給紙装置）び巧れて 
いる 

原稿台ガラス、原稿台カバーの裏側または ADF (自動原稿給紙装置）を清掃 
してください。 

「清掃する」 （ P .18) 


■ ちむ 5 やちずじがある 


原因 

巧処方ま 

プリントへツドの位置びずれている 

「プリントヘッド位置を調整する」 （ P .17) を参照して、自動ヘッド位置調整 
を行ってください。それでち印刷結果が思わしくない場合は、『ユーザーズガ 
イド』（電子マニュアル）の「手動でプリントヘッド位置を調整する」を参照 
して、手動ヘッド位置調整を行ってください。 

プリントぺツドび目づまりしている 

「印刷にかすれやむ！5があるとさは」 （ P .12) を参照して、必要なお手入れの 
操作を行ってください。 

自動インク品質な持の設定び r しな 
し、 J になつている 

自動インク品質保持機能が「しない」になっていると、インクタンクの中のイ 
ンクが分離して、インクの濃度にむ5が発生する場合があります。「本機の設 
定を変更する」 （ P .26) を参照して、自動インク品質保持を「する」にしてく 
ださい。 

また、自動インク品質保持を「しない」にしている場合は、『ユーザーズガイ 
ド』（電子マニュアル）の「手動でインク品質保持を行ラ」を参照して、定期 
的にインク品質保持を行ってください。 


f コピーの結果に満足でをない 


原因 

巧処方法 

本機巧部び巧れている 

両面印刷などを行ラと、本機の内側にインクが付いて用紙がミちれる場合があり 
ます。 

インクふさ取りクリーニングを行って、本機内部をお手入れしてください。 

づ「インクふき取りクリーニングを行う」 ( P .22) 

また、インクが乾燥するまでに時間がかかるため、内部の□ーラがミちれること 
があります。パソコンをご使用の場合は、『ユーザーズガイド』（電子マニュア 
ル）の「印刷結果に満足でさない」の「巧刷面がこすれる/用紙-はがさがミち 
れる」を参照し、「インクが乾燥するまでに時間がかかる」の手順にしたがっ 
てインク乾燥待ち時間を長く設定してみてください。 

&SS} 

内部のミちれを防ぐために、用紙サイズを正しく設定してください。 

高い濃度設定で画像を印刷している 

画像などを高い濃度で印刷すると、インクを吸収しすぎて用紙が波打つことが 
あり、印刷面がこすれる原因となることがあります。 

コピーをしている場合は、『操作ガイド（本体操作編)』の「コピーする」を参 
照して、濃度の設定を低くし、もう一度印刷してみてください。 

パソコンをご使用の場合は、『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「巧刷 
結果に満足でさない」を参照してください。 



困つたとさには 


上記の対処を行ってもトラブルが解決されない場合は、「印刷結果に満足できない」 （ P .4 日）の項目もあわ 
せて確認してください。 


43 































f 巧刷び始ま 6 ない 


原因 

巧処方ま 

インクびない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照してイ 
ンクタンクの状態を確認し、状態に応じて対処してください。 

インクタンクび正しい位置にセットさ 
れていない 

スキャナユニット（プリンタカバー）を開け、インクランプの状態を確認して 
ください。 

インクがまだ十分にあるのにインクランプがホく点滅している場合は、正しい 
位置にセットされていないインクタンクがあります。 

各色のインクタンクの取り付け位置に、正しいインクタンクがセットされてい 
ることを確認してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .2) 

インクタンクびしっかりセットされて 
いない 

スキャナユニット（プリンタカバー）を開け、インクランプの状態を確認して 
ください。 

インクランプが消えている場合は、インクタンクのラべル上の韻3!因1^部分を 
「カチッ」という音がするまでしっかり巧して、インクタンクをセットしてく 
ださい。しっかりセットされると、インクランプがホく点丹します。 

不要な印刷ジヨブびたまっている/パ 
ソコン側のトラブル 

パソコンを再起動すると、トラブルが解消されることがあります。また、不要 
な印刷ジョブが残っている場合は、削除してください。 

1プリンタドライパの設定画面を開< 

『操作ガイド（本体操作編)』の「プリンタドライバの機能と開さかた」の 
「プリンタドライバの設定画面を表示する」を参照してください。 

2 [ユーティリティ]シートの[プリジタが態の確認]ポタンをクリックずる 

プリンタ状態の確認画面が表示されます。 

3 [印刷待ち一覧を表示]ポタンをクリックずる 

4 [プリンタ]メニューか6 [ずべてのドキュメントの取り消し]を選ぶ 

アクセス権限によっては、選べないことがあります。 

已巧認メッセージが表巧をれた6、[はい]ボタンをクリックずる 

印刷ジョブが削除されます。 

1 Dock 巧にあるプリンタのアイコンをクリックし、印刷中のジョブの一覧 
を表示ずる 

2削除ずる文書をクリックし、©をクリックずる 

印刷ジョブが削除されます。 

本機の準備びでをていない 

操作ノ くネルのランプが点丹していることを確認してください。 

操作パネルのランプがすべて消丹しているとさは、電源ボタンを巧して電源を 
入れてください。コピーボタンが点滅している間は、本機が初期動作中です。 
点滅か5点灯に変わるまでお待ちください。 

写真やグラフィックなど大容量のデータを印刷するとさは、印刷が始まるまで 
に通常よりも時間がかかります。巧刷が始まるまで、しば5くお待ちください。 


f 動作はするびインクが出ない 


原因 

巧処方法 

プリントぺッドび目ヴまりしている 

「巧刷にかすれやむ5があるとさは」 （ P .12) を参照して、必要なお手入れの 
操作を行ってください。 

インクびない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照してイ 
ンクタンクの状態を確認し、状態に応じて対処してください。 


困ったとさには 



困つたとさには 

























f 用紙びラまく送 6 れない 


原因 

巧処方ま 

適切な用紙をほ用していない 

厚い用紙や反りのある用紙などを使用していないか確認してください。 

『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の「用紙について」を参 
照し、印刷に適した用紙を確認してください。 

反っている用紙を使用している場合は、「反りのある用紙を使用している」 

( P .42) を参照して、反りを直してください。 

給紙□ーラび巧れている 

用紙がうまく送！5れないときは、給紙□ーラをクリーニングしてください。給 
紙□ーラのクリーニングは給紙□ーラが磨耗しますので、必要な場合のみ行っ 
て < ださい。 

与「給紙□-ラクリーニングを行う」 （ P .20) 

用紙の七ツト方ミ去び正しくない 

用紙をセットするときは、次のことにま意してください。 

• 複数枚の用紙をセットするときは、用紙の端をそろえてか5セットすること 
• 後トレイ、カセットともに巧刷の向さに関わ5ず縦向さにセットすること 
•後トレイに用紙をセットする場合は、印刷面を上にし、カバーガイドを用紙 
のち端に合わせ、用紙ガイドを用紙の左端に軽く当てること 
•カセットに用紙をセットする場合は、巧刷面を下にし、用紙のち端をカセッ 
卜のち側面にぴったりと突さ当て、用紙ガイドを用紙の左端と下端に合わせ 
ること 

• 用紙をセットする場合は、用紙ガイドの刻印を超えていないことを確認する 
こと 

用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセット 
する」の「用紙のセットち法について」を参照してください。 

用紙をを量にセツトしている 

最大積載枚数を超えないよラに用紙をセットしてください。ただし用紙の種類 
やご使用の環境（高温•多湿や低温•低湿の場合）によっては、正常に紙送り 
でさない場合があります。 

この場合は、セットする枚数を最大積載枚数の約半分に減！5してください。 
用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセット 
する」の「用紙のセットち法について」を参照してください。 

をトレイまたはカセツトに異物びある 

後トレイまたはカセットに異物がないことを確認してください。 

封茵び正し<セツトをれていない 

封筒に印刷するとさは、本機に縦置さでセットしてください。横置さにする 
と、正しく送5れません。 

^『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の「封筒のセットち 
法について」 



困ったとさには 


4已 
















f 用紙びつまる 


つまった用紙を取り除くため本機の電源を切る場合は、次のことに注意してください。 

• パソコンか5印刷している場合は、『操作ガイド（本体操作編)』の「パソコンか5印刷する」を参照し、印刷を中止 
してか5電源を切ってください。 

• ファクス受信（代行受信）中は本機の電源を切ることがでさません。受信終了後に電源を切ってください。また、こ 
のとさ電源プラグを抜かないでください。電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除され 
てしまいます。 


巧処方法 



次の手順にしたがって用紙を取り除さます。 

1排紙側または給紙側の弓 I ま出しやずいほうか6用紙をゆっくり弓 I つおり、用 
紙を取り除< 



•用紙が破れて本機内部に残った場合は、本機の電源を切り、スキャナユニッ 
卜（プリンタカバー）を開けて取り除いてください。* 

* このとき、内部の部品には触れないようにしてください。 

用紙を取り除いた！5、スキャナユニット（プリンタカバー）を閉じたあと、 
電源を入れ直してください。 

•用紙が引さ抜けない場合は、本機の電源を切り、電源を入れ直してくださ 
し、。用紙が自動的に排出される場合があります。 

2用紙をセットし直し、本機の 0 K ポタンを巧ず 

手順1で電源を入れ直した場合、本機に送信されていた印刷データは消去 
されますので、もう一度印刷の設定をしてください。 

♦用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセッ 
卜する」を参照してください。 

♦用紙をセットし直すとさは「用紙がうまく送！5れない」 （ P .4 己）を参照し、 
用紙が印刷に適しているか、セットのしかたが正しいか確認してください。 
• A 已サイズの用紙は文字中/こ\の原稿の印刷に適しています。写真やグラ 
フィックを含む原稿の印刷にはお勧めでさません。用紙が反って排出不良の 
原因となることがあります。 

用紙が引さおけない場合や、紙片が取り除けない場合、また取り除いてち用紙 
づまりエラーが解除されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 


困ったとさには 


困つたとさには 
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巧処方ま 


原因 


横向をにセツトしたち刺サイズ用紙、 
カードサイズ用紙が本機巧部でつまつ 
た 


名刺サイズ用紙、カードサイズ用紙は横向さにはセットでさません。 

次の手順にしたがってつまった用紙を取り除さます。 

1同じ用紙を1枚、をトレイに縦向をにセットずる 

横向きにはセットしないでください。 

2本機の電源を切る 
3本機の電源を入れる 

用紙が給紙され、つまった用紙を巧し出しなが5排紙されます。 

本機に送信されていた印刷データは消去されますので、ちラー度印刷の設定を 
してください。 

用紙が取り除けない場合や、取り除いてち用紙づまりエラーが解除されない場 
合には、お客様相談センターまたは修理受付窓□に修理をご依頼ください。 

与>「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 


本機巧部で用紙びつまった 
(搬送ユニット） 


次の手順にしたがって用紙を取り除さます。 

1背面 カバーを 開ける 



2用紙が見えている場合は、用紙をゆつ<り引っ張る 



背面カバーを開けた際は、搬送□ーラと本機内部の部品には触れないでくださ 
い。 

.オレンジ色の□ーラ 
/部分（搬送□ーラ） 
には触れない 



困ったとさには 



困つたとさには 





































巧処方法 


3手順2で用紙を取り除けなかつた場をは、背面カバーを開けたままカセツ 
卜を取り出ず 


4用紙をゆっくり引っ張る 



用紙が引をおけない場合は、背面カバーを閉じてか5本機の電源を切り、電源 
を入れ直してください。用紙が自動的に排出される場合があります。 

已背面カバーを閉じる 

6カセットか6用紙がはみ出している場合は、用紙をそろえてセットし直ず 
7カセットを本機にセットし直し、本機の OK ポタンを巧ず 

手順4で電源を入れ直した場合、本機に送信されていた印刷データは消去 
されますので、もう一度印刷の設定をしてください。 

用紙をセットし直すときは「用紙がうまく送5れない」 （ P .4 己）を参照し、用 
紙が印刷に適しているか、セットのしかたが正しいか確認してください。 
用紙が引さ巧けない場合や、紙片が取り除けない場合、また取り除いてち用紙 
づまりエラーが解除されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。 

づ「お問い合わせの前に」 ( P .67) 


困ったとさには 















巧処方法 



次の手順にしたがって用紙を取り除さます。 

1カセットを取りかず 

後トレイに用紙がセットされている場合は、用紙を取り除いて後トレイカ 
バーを閉じてください。 

2本機の電源を切り、背面カバーを開ける 
3を側面を下にして、本磯本巧を立てる 


本機を立てる際は、スキャナユニット（プリンタカバー）がしっかりと閉まっ 
ていることを確認し、本機が倒れないようにを意してください。 

4緑をのカバーを手前に開きなが6用紙をゆっくり引っ張る 



っまった用紙を取り除いたあとは、すみやかに本機を元の位置に戻してくださ 
い。 

5背面 カバーを 閉じる 

6カセットを本機にセットし直し、本機の電源を入れる 

後トレイに用紙をセットしていた場合は、用紙をセットし直してください。 
本機に送信されていた印刷データは消去されますので、ちラー度印刷の設定 
をして < ださい。 

&& 

用紙をセットし直すときは「用紙がうまく送5れない」 （ P .4 己）を参照し、用 
紙が印刷に適しているか、セットのしかたが正しいか確認してください。 
用紙が引さおけない場合や、紙片が取り除けない場合、また取り除いてち用紙 
づまりエラーが解除されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 日 7) 


困ったとさには 



困つたとさには 
























f ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまる 


つまった原稿を取り除くため本機の電源を切る場合は、次のことに注意してください。 

• ファクス受信（代行受信）中は本機の電源を切ることがでさません。受信終了後に電源を切ってください。また、こ 
のとさ電源プラグを抜かないでください。電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除され 
てしまいます。 


原因 


原稿の読み取り中にストップ/リセッ 
トボタンを巧したため、原稿び ADF 
(自動原稿給紙装置）に残った 


巧処方法 


原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを巧すと、液晶モニターに 
「 ADF に原稿が残っています」というメッセージが表示されます。日 K ボタン 
を巧すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 


ADF (自動原稿給紙装置）で原稿び 
つまつた（給紙側） 


次の手順にしたがって原稿を取り除さます。 

1印刷透中の場合は、ストップ/リセットボタンを巧ず 
2本機の電源を切る 

3複数ページの原稿がセットをれているとまは、つまつている原稿なかのずべ 
ての原稿を ADF (自動原稿給紙装置）か6取り除を、原稿フィーダカバー 
を開ける 



4用紙解除レバーを上げ、つまつている原稿を□ーラの下か6原稿フイーダカ 
バー側に取り出ず 



已つまつている原稿を ADF (自動原稿給紙装置）か6引を巧く 

原稿が弓 I き抜きにくい場合は 、 「ADF (自動原稿給紙装置）で原稿がつまつ 
た慮側)」 （ P . 己 1) を行ってください。 



困ったとさには 


困つたとさには 
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巧処方法 


原因 


6用紙解除レバーを下げ、原稿フィーダカバーを閉じ、本機の電源を入れる 

エラーを解除後、再度同じ原稿を読み込む場合は、最初の原稿か5読み込み 
直してください。 

原稿が引さ巧けない場合や、紙片が取り除けない場合、また取り除いてち原稿 
づまりエラーが解除されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。与「お問い合わせの前に」 （ P .67) 




用紙の種類やご使用の環境（高温•多湿や低温•低湿の場合）によっては、正 
常に紙送りできない場合があります。 

この場合は、セットする枚数を最大積載可能枚数の約半分に減5してくださ 
し、。用紙のセット方法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙を 
セットする」の「用紙のセットち法について」を参照してください。 

それでち原稿がつまる場合は原稿台ガラスをご使用ください。 


ADF (自動原稿給紙装置）で原稿び 
つまつた（裏側） 


次の手順にしたがって原稿を取り除さます。 

1印刷透中の場合は、ストップ/リセットポタンを巧ず 
2本機の電源を切る 

3複数ページの原稿びセットされているとまは、つまつている原稿なかのずべ 
ての原稿を ADF (自動原稿給紙装置）か6取り除く 
4原稿排紙□を開< 



已原稿台カバーを開ける 




困つたとさには 


困ったとさには 















巧処方法 


原因 


6原稿排紙□に手を差し込み、給紙 □— ラの上部を指で巧し上げて、原稿台力 
バーの裏側か6原稿を引を巧く 




7原稿台カバーを閉じる 
8原稿排紙□を閉じ、本機の電源を入れる 

• エラーを解除後、再度同じ原稿を読み込む場合は、最初の原稿か5読み込み 
直してください。 

原稿が引さ巧けない場合や、紙片が取り除けない場合、また取り除いてち原稿 
づまりエラーが解除されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。づ「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 


ADF (自動原稿給紙装置）で原稿び 
つまった（排紙側） 


図のように ADF (自動原稿給紙装置）の原稿排紙□を開け、つまっている原 
稿を引をおいてください。 



• エラーを解除後、再度同じ原稿を読み込む場合は、最初の原稿か5読み込み 
直してください。 

原稿が引を巧けない場合や、紙片が取り除けない場合、また取り除いてち原稿 
づまりエラーが解除されない場合には、お客様相談センターまたは修理受付窓 
□に修理をご依頼ください。与「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 


困ったとさには 



困つたとさには 































f 本機を使用していないのに動作音がする 



巧処方ま 


本機ではインクの品質を保つため、自動でインクをかさ混ぜる動作が行われま 
す（操作を行っていないときは、「インク品質保持を行っています」という 
メッセージが表示されます)。このとさ、多少の振動や騒音が起こります。故 
障ではありませんので、しばらくお待ちください。 

なお、深夜などで振動や騒音が気になる場合は、自動インク品質保持機能を 
「しない」に設定することもできます。 （ P .27) 


自動インク品質保持は通常「する」にしてご使用ください。「しない」にして 
いる場合は、似下の手順で定期的にインク品質保持を行ラ必要があります。イ 
ンク品質保持を定期的に行わないと、印刷結果に影響が出る場合があります。 

1メニューボタンを巧ず 

2 イ ►ボタンで[メンテナンス/さ 設定] W を 選び、 0K ボタンを}甲ず 
3 イ ► ポタンで[メジテナジス]を 選び、 0K ボタンを巧ず 
4 ▲▼ポタンで[インク 品質 保持]を 選び、 OK ポタンを巧ず 
已▲▼ポタンで[はい]を 選び、 OK ボタンを巧ず 

約1日秒〜2分間プリンタが振動し、インクをかき混ぜます。 

本機の動作中は、スキャナユニット（プリンタカバー）を開けないでくださ 
し、。 


困ったとさには 



困つたとさには 












f パソコンの画面にメツセージが表巧をれている 


■ msssm r 書を込みエラー/出カエラー J または r 通信エラー J 


原因 

巧処方法 

本機の準備びでをていない 

操作ノ（ネルのランプが点丹していることを確認してください。 

操作パネルのランプがすべて消丹しているとさは、電源ボタンを巧して電源を 
入れてください。コピーボタンが点滅している間は、本機が初期動作中です。 
点滅から点なに変わるまでお待ちください。 

エラーランプがオレンジ色に点灯しているとさは、本機にエラーが起きている 
可能性があります。対処ち法については、「液晶モニターにエラーメッセージ 
が表示されている」 （ P .32) を参照してください。 

本機とパソコンび正しく接続をれてい 
ない 

本機の USB ケーブル接続部とパソコンが USB ケーブルでしっかり接続され 
ていることを確認してください。 

• US 巨八ブなどの中継器を使用している場合は、それ！5を外して本機とパソ 
コンを直接接続してか5印刷してみてください。正常に印刷される場合は、 

US 巨八ブなどの中継器に問題があります。取り外した機器の販売元にお問 
い合わせください。 

• US 目ケーブルに不具合があることも考え5れます。別の USB ケーブルに交 
換し、再度印刷してみてください。 

LAN 接続で本機をご使用の場合は、 LAN ケーブルでネットワーク接続がされ 
ていることを確認してください。また、ネットワークの設定が正しくされてい 
るか確認してください。 

^ 「 LAN 設定情報表示」 （ P .28) 

プリンタポートの設定と接続をれてい 
るインターフェースび異なつている 

プリンタポートの設定を確認してください。 

※於下の手順で、「 XXX 」はご使用の機種名を表します。 

1管理者 （ Administrators グループのメジパー）として Windows に口 
グオンずる 

2 [コント□—ルパネル]か6 [八ードウエアとサウンド]の[プリンタ]を 
選ぶ 

Windows XP をご使用の場合は、[コント□-ルパネル] けら [プリンタ 
とその他の八ードウ王ア]、[プリンタと FAX ] の順に選びます。 

Windows 2日日日をご使用の場合は、[コント□-ルパネル] から [プリン 
夕]をダブルクリックします。 

3に anon XXX Printer ] アイコンをもクリックし、[プロパティ]を選ぶ 

4 [ポート]タブをクリックし、[印刷ずるポート]で[プリンタ]の欄に 
に anon XXX ]と表示をれている [ USBnnn ] (" n " は数き）が選ばれて 
いるか確認ずる 

設定が誤っている場合は、 MP ドライバを再インストールするか、印刷先の 
ポートを正しいちのに変更してください。 

LAN 接続で本機をご使用の場合は、ポート名は 「 CN 目 JNP XXXXXXXXXX 」 と 
表示されます。 "XXXXXXXXXX" は、 MAC アドレスか！5生成される夕字列、ま 
たは、ネットワークのセットアップ時にユーザが設定した任意の文字列です。 

MP ドライバび正しくインストールさ 
れていない 

MP ドライバが正しくインストールされていない可能性があります。 『 PC プリ 
ントガイド』（電子マニュアル）に記載されている手順にしたがって MP ドラ 
イバを削除したあと、『かんたんスタートガイド （ US 巨接続編)』または 
『ネットワークセットアップガイド』の操作にしたがって、再インストールし 
て < ださい。 


困ったとさには 



困つたとさには 















■ 自動へッド位置調整に巧がした 


原因 

巧処方ま 

自動へッド位置調壁に失敗した 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「自動ヘッド位置調 
整に失敗しました」 （ P .3 己）を参照してください。 


r エラー番号： 300 J び表巧されている 


原因 

巧処方ま 

本機の準備びでをていない 

操作ノ くネルのランプが点丹していることを確認してください。 

操作パネルのランプがすべて消灯しているとさは、電源ボタンを巧して電源を 
入れてください。コピーボタンが点滅している間は、本機が初期動作中です。 
点滅か5点好に変わるまでお待ちください。 

エラーランプがオレンジ色に点灯しているときは、本機にエラーが起さている 
可能性があります。対処ち法については、「液晶モニターにエラーメッセージ 
が表示されている」 （ P .32) を参照してください。 

本機とパソコンび正しく接続をれてい 
ない 

本機の USB ケーブル接続部とパソコンが USB ケーブルでしっかり接続され 
ていることを確認してください。 

• US 巨八ブなどの中継器を使用している場合は、それ！5を外して本機とパソ 
コンを直接接続してか5印刷してみてください。正常に印刷される場合は、 

US 巨八ブなどの中継器に問題があります。取り外した機器の販売元にお問 
い合わせください。 

• US 目ケーブルに不具合があることも考え5れます。別の USB ケーブルに交 
換し、再度印刷してみてください。 

LAN 接続で本機をご使用の場合は、 LAN ケーブルでネットワーク接続がされ 
ていることを確認してください。また、ネットワークの設定が正しくされてい 
るか確認してください。 

^ 「 LAN 設定情報表示」 （ P .28) 

プリントダイア□グの[プリンタ] 

で、ごほ用の機種ちび選ばれていない 

プリントダイア□グの[プリンタ]で、ご使用の機種名を選んでください。 
[プリンタ]にご使用の機種名が表示されていない場合は、1；1下の手順で設定 
を確認してください。 

1[プリンタ]か6 ["プリントとファクス"摄境設定]を選ぶ 

Mac 日 S XV . 1日. 3.9 をご使用の場合は、[プリンタ] から [プリンタリス 
卜を編集]を選びます。 

2表示をれる画面でご使用の機種名び表示をれ、チェックマークが付いている 
ことを確認ずる 

3ご使用の機種名が表示をれていない場合は、 [+] (追力のボタンをクリック 
して、本機を追加ずる 

本機を追加でさない場合は『かんたんスタートガイド （ US 巨接続編)』また 
は『ネットワークセットアップガイド』の操作にしたがって、 MP ドライバ 
を再インストールしてください。 


困ったとさには 


■ 自動両面巧刷に関ずるエラーび表を、をれている 


原因 

巧処方ミ去 

プリンタドライバで正しい用紙サイズ 
び選ばれていない 

アプリケーシヨンソフトの用紙サイズを確認してください。 

次に、プリンタドライバの[ぺージ設定]シート （ Windows )、 またはぺージ 
設定ダイア□グ （ Macintosh ) で[用紙サイズ]の設定を確認し、巧刷する 
用紙と同じサイズに設定してください。 

自動両面印刷に対応する用紙サイスホ、 A 4、 巨己、 A 日、またはレターサイズ 
です。本機にセツトした用紙サイズが正しいか確認してください。 

本機には手動で両面印刷を行ラ機能はありません。 


困つたとさには 


已已 





























原因 

巧処方法 

インク ( PGI -2 PBK / Y / M / C . PGI - 
1 BK ) びない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インクがなくなつ 
た可能性があります」 （ P .32) ( U 044) を参照してください。 


■ r インク情浦番号： 1688 J び表示されている 


原因 

巧処方法 

インク （ PGI - IBK ) びない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インクがなくなり 
ました」 （ P .33) ( U 171) を参照してください。 


原因 

巧処方法 

自動へッド位置調壁に失敗した 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「自動ヘッド位置調 
整に失敗しました」 （ P .3 己）を参照してください。 


■ Jfflsmggni r インク情浦番号：1目0 0 J び表巧されている 


原因 

巧処方ま 

デジタルカメラとの通信び応答のない 
まま一定の時間が経遇/本機に巧応し 
ていないデジタルカメラ、デジタルビ 
デオカメラび接続をれている 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「対応していない機 
器が接続されました」 （ P .3 目）を参照してください。 


r エラーま号：170 1 J び表巧されている 


原因 

巧処方 ミ 去 

インク吸収はび満杯になりそう 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インク吸収体が満 
杯に近づをました」 （ P .3 日）を参照してください。 


r エラーま号：200 1 J び表巧されている 


原因 

巧処方ま 

ク U アインクびない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「クリアインクタン 
クが空になりました」 （ P .32) ( U 日4己）を参照してください。 


困ったとさには 


■ Ctei 面 a r インク情巧番号：1目8引び表示されている 


原因 

巧処方 ミ 去 

インク （ PGI - IBK ) びない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インクなしを検知 
しました」 （ P .34) ( U 181) を参照してください。 


■ 面 a r インク情巧番号：1目 92 J び表示されている 


r エラー番号： 2002 J び表巧されている 


原因 

巧処方法 

USB 八ブび接続をれている 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「対応していない 

US 巨八ブが接続されました」 （ P .3 目）を参照してください。 


r エラー番号： 2500 J び表巧されている 


困つたとさには 




































































■ r インク情巧番号： 1693 J び表示されている 


原因 

巧処方 ミ 去 

ク U アインクびない 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「クリアインクがな 
くなりました」 （ P .33) ( U 165/ U 166) を参照してください。 


■ Cta 面 a r インク情巧番号：1目 98 J び表示をれている 


原因 

巧処方ま 

インク （ PGI -2 PBK / Y / M / C ) びな 
い 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インクなしを検知 
しました」 （ P .33) ( U 172) を参照してください。 

■ (rnsfmm r インク情班番号： 1699 J がま巧されている 

原因 

巧処方法 

インク （ PGI -2 PBK / Y / M / C ) びな 
い 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インクなしを検知 
しました」 （ P .34) ( U 182) を参照してください。 


f PictBridge 巧応機器にエラーメッセージが表巧をれて 
いる 

PictBridge 対応機器か5直接印刷を行ったときに、 PictBridge 対応機器にエラーが表示される場合があ 
ります。表示されるエラーと対処方法は下のとおりです。 

• J ^ TF の説明は、キヤノン製円 ctBrid 旨 e 対応機器に表示されるエラーについて説明しています。ご使用の機器により表 
示されるエラーやボタン操作が異なる場合があります。キヤノン製 m 外の円 ct 目 rid 旨 e 対応機器か5のプリンタエ 
ラーの解除方法がわか5ない場合は、本機の液晶モニターに表示されているメッセージを確認してエラーを解除して 
ください。本機のエラーの解除方法は「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) を参照してく 
ださい。 

• 表示されるエラーや対処方法については、円 ctBridge 対応機器に付属の取扱説明書もあわせて参照してください。そ 
の他、円 ctBrid 旨 e 対応機器側のトラブルについては、各機器の相談窓□へお問い合わせください。 


PictBridge 巧応機器側エラー表巧 

巧処方 ミ 去 

プリンターはほ用中です 

パソコンなどか5印刷している場合や準備動作を行っている場合は、終了する 
までお待ちください。 

印刷の準備がでさると、自動的に印刷が開始されます。 

印刷が始まらない場合は、本機の液晶モニターにメッセージが表示されていな 
いか確認してください。 

• 「搬送部がミちれている可能性があります」と表示されている場合は、「搬送 
□-ラの定期□-ラクリーニングを行う」 （ P .23) を参照して定期□-ラク 
リーニングを行ってください。 

• 「インク品質保持処理が完了しました印刷を続行しますか？」と表示されて 
いる場合は、日 K ボタンを巧してください。 

用紙びあ0ません 

本機に用紙をセットして、 PictBrid 旨 e 対応機器のエラー画面で[続行]*を 
選んでください。 

* [続行]を選ぶ代わりに、本機の日 K ボタンを}甲しても有効です。 

用紙び詰まりました 

PictBrid 邑 e 対応機器のエラー画面で[中山を選び、印刷を中止してくださ 
い。 

用紙を取り除さ、用紙をセットし直してか！5本機の日 K ボタンを巧し、再度巧 
刷を行ってください。 

プリンターカバーび開いています 

本機のスキャナユニット（プリンタカバー）を閉じてください。 


困ったとさには 



困つたとさには 






































PictBridge 巧応機器側エラー表巧 

巧処方法 

プリントヘッド未装着 

本機の電源を切ってか5、電源プラグをコンセントか5巧いてください。修理 
が必要な可能性があります。修理受付窓□へご連絡ください。 

与>「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 

廃インクタンクび満杯です/ 

インク吸収化び満杯です 

インク吸収体が満杯になりそうです。 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インク吸収体が満 
杯に近づきました」 （ P .3 己）を参照して、対処してください。 

インクびありません/ 

インクカセットび異ちです 

カラーまたはブラックインクまたはクリアインクのインクタンクが正しくセッ 
卜されていないか、インクがなくなっています。 

液晶モニターに表示されているエラーメッセージを確認し、エラーを解除して 
<ださい。 

与「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」 （ P .32) 

インクエラー 

一度空になったインクタンクが取り付け5れています。 

「液晶モニターにエラーメッセージが表示されている」の「インクなしを検知 
しました」 （ P .33) を参照して、対処してください。 

八ードウエアエラー 

インクタンクにエラーが発生しました。 

インクタンクを交換してください。 

与「インクタンクを交換する」 （ P .2) 

プリンタートラブル発生 

修理が必要なエラーが起さている可能性があります。 

円 ctBrid 邑 e 対応機器と接続されている USB ケーブルを抜いてか！5本機の電 
源を切り、本機の電源プラグをコンセントから巧いてください。 

修理受付窓□へご連絡 < ださい。 

与「お問い合わせの前に」 （ P . 目 7) 


f フオトナビシートか6ラま<巧刷でをない 


原因 

巧処方ま 

[フォトナビシートの読み取りに失 
敗しました]と表示をれる 

• フォトナビシートの原稿台ガラスに置く向さや位置を確認してください。 

• 原稿台ガラスやフォトナビシートがミちれていないか確認してください。 

• フォトナビシートにチェックマークもれがないか確認してください。塗りつぶ 
したマークが薄いとスキャンされないことがあります。 

詳しくは、『操作ガイド（本体操作編)』の「かんたんに写真を印刷する」の 
「フォトナビシートを使って印刷する」を参照してください。 


f メモリーカードが取0出せない 


原因 

巧処方ま 

miniSD 力ード/ microSD 力ード 
/ xD - Picture 力ード/メモリース 
ティック Duo / メモ U —スティック 
PRO Duo / RS-MMC を、メモ 
リーカー ド専用の カー ドアダプタに取 
り付けないままセットしようとした 

お客様相談センターまたは修理受付窓 □ に修理をご依頼ください。 

=>「お問い合わせの前に」 ( P .67) 

故障の原因となりますので、細い棒やピンセツトなどを使用して取り出そうと 
しないで < ださい。 


困ったとさには 
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■ スキヤン時のその他のトラブル 

スキヤン時のその他のトラブルについては、『スキヤンガイド』（電子マニュアル）を参照してくださ 
い。 

f ファクスを受信でをない/ファクスを送信でをない/ 
電話びつなび6ない 

ファクス時のトラブルについては、『操作ガイド（ファクス操作 編)』 を参照してください。 


困つたとをには 


f スキヤンがラま<でまない 
■ ScanGear (スキヤンギア）び表巧でをない 


原因 

巧処方法 

スキヤナドライバ ScanGear びイン 
ス 1 ^ールをれていない 

『かんたんスタートガイド （ US 巨接続編)』または『ネットワークセットアッ 
プガイド』に記載されている手順にしたがい、 MP ドライバをインストールし 
て < ださい。 


困つたとさには 











■仕様 


装置の概要 

印刷解像度 ( dpi ) 

4800 (横）* X 1200 (縦） 

* 最小1/48日日インチのドット（インク滴）間隔で印刷します。 

インターフェース 

USB 2.0 High Speed * 

Wired LAN Interface (1 日日巨 ASE - TX /1 日巨 ASE - T ) 

* USB 2.0 Hi - Speed でのご使用は、パソコン側が USB 2.0 Hi - Speed に対応してい 
る必要があります。 

また 、 USB 2.0 Hi - Soeed インターフェースは USB 1.1 の完をトイな巧梅ですので、 
パソコン側のインターフェースが US 巨 1.1 でも接続してご使用いただけます。 

印字幅 

最長203.2 mm フチなし時：最長21目 mm 

稼動音 

約33.日 d 巨 （ A ) (キヤノン写真用紙-絹目調での高品位印刷時） 

動作損境 

温度：己〜3己で 

湿度：1日〜9日 ％ RH (結露しないこと） 

保を擇境 

温度：日〜40で 

湿度：己〜9己 ％ RH (結露しないこと） 

電源 

AC 100 - 240 V 已0/60 Hz 

(付属の電源コードは AC lOQV 用です） 

消費電力 

印刷時（コピー時）：約23 W 
待機時（スリープ時）：約 3.2 W 
電源 OFF 時：約1 W 

《電源を切った状態でも若干の電力が消費されています。電力消費をなくすためには、 
電源プラグをコンセントか5抜いてください。 

かおマミ去 

約曰日日 mm (横） X 己3已 mm (奥行き） x 257 mm (高さ） 

《用紙サポート、排紙トレイ、原稿トレイを格納した状態 

質量 

本体約1 6.6 kg 

《プリントヘッド/インクタンクを取り付けた状態 

プリントへッド/インク 

3已84 ノズル（目 K / Y / P 巨 K 各已12 ノズル、 C / M 各已12 X 2 ノズル） 

ADF (自動原稿給紙装置）容量 

• A 4 とレターサイズ：最大3已枚 （7 已邑 / m 2 )、 高さ已 mm じ(下 
• リーガルサイズ：最大3日枚 （7 已邑 / m 2 )、 高さ4 mm 1；(下 
• 上記!;!外の原稿：最大1枚 


ピ■仕様 



連続コピー枚数 

最大99枚 

濃度調壁 

9段階、自動濃度調整あり （ AE コピー） 

拡大/縮か 

2己％〜40日〇/〇 (1 〇/〇刻み） 


スキヤナ仕様 

スキヤンドライバ 

TWAIN 準拠 /WIA (Windows Vista または Windows XP のみ） 

最大原稿サイズ 

A 4 /レターサイズ、216 X 297 mm 

読み取り解像度 

光学（主走査、副走査）最大： 4800 X 9600 dpi 
ソフトウェア補間（主走査、副走査）最大： 1 日 2 日日 X 19200 dpi 

読み取り階調（入力/出力） 

グレースケール： 16 bit/s bit 

カラー: 4 吕 bit /24 bit (RGB 各色 1 目 bit /8 bit ) 


仕様 
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クス仕様 


運用回線 

加入電話回線 ( PSTN ) 

直流巧抗値 

約31日0 (電話回線の抵抗値の合計が17日日0を超える場合など、電話回線や地域な 
どの条件によっては通信でさないことがあります。このようなとさは、ご使用の電話回線 
施設会社にご相談ください。） 

互換性 

G 3/ スーパ ー G 3 (白黒、カラー FAX ) 

データ圧縮システム 

MH 、 MR 、 MMR、JPEG 

モデムの種類 

ファクスモデム 

モデム速度 

33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/ 

14400/1 2000/9600/7200/4800/2400 bps 
自動フォールバック 

電送速度 

• 白黒原稿：約3秒/ぺージ （33 .目 kbps )、 ECM - MMR 、 メモリから送信（キヤノン 
FAX 標準チャート N 0.1標準モード使用時） 

• カラー原稿：約1分/ぺージ （33 .目 kbps )、 ECM - JPEG 、 メモリか5送信 
(キヤノンカラーファクステストシート使用時） 

読み取り画像処理 

• 八ーフトーン：グレー 256階調 
• 濃度調整： 3段階 

メモ U 

送受信：約250ページ分（約3日件） 

(キヤノン FAX 標準チャート N 0.1標準モード使用時） 

ファクス解像度 

• 白黒〈標準〉： 8 pels/mm X 3. 8已 lines/mm 
• 白黒〈ファイン〉、〈写真〉： 8 pels/mm X 7.7 lines/mm 
• カラー.. 200 X 200 dpi 

ダイヤル 

• 自動ダイヤル 

ワンタッチダイヤル （8 件） 

短縮ダイヤル （1 日日件） 

グループダイヤル（最大107件） 

• 通常ダイヤル（テンキー使用） 

• 自動リダイヤル 

•手動リダイヤル（リダイヤル/ポーズボタン使用） 

その他の機能 

• 同報送信（最大1日9件） 

• 自動受信 

• FAX / TEL 自動切り替え 

• 電話機によるリモート受信（初期設定のリモート受信 ID : 2己） 

• 着信音なしの受信 

• ECM の有効 

• 通信管理レポート （20 通信ごとに印刷） 

• エラー送信レポート 
• 発信元情報 



電話仕様 


接続 電話機/留守番電話 （ CNG 信号）/データモデム 


仕様 





















PictBridge 巧応が況 


巧応機種 

PictBridge 対応機器 

用紙サイズ（ペーパーサイズ） 

L 判、 2L 判、はがき、力ード、六切、 A4、KG サイズ 41、1 日. 1X18 cm (ワイド ^2 
*1 ご使用の円 ctBrid 邑 e 対応機器によっては、 [1 日 xl 引と表示される場合がありま 
す。 

*2 キヤノン製!;!外の PictBridge 対応機器では、[八イビジョン]と表示される場合があ 
0ます。 

《普通紙於外の用紙をカセットから給紙した場合、故障の原因になることがありますの 
で、必ず後トレイにセットしてください。 

用紙タイプ（ペーパータイプ） 

標準設定（本機の設定にしたがラ）、フォト（キヤノン写真用紙•光沢ゴールド、スー 
パーフォトペーパー)、普通紙 （ A 4、 はがをのみ） 

レィアウト 

標準設定（本機の設定にしたがう）、インデックス、フチなし、フチあり、3已面配置* 

* 3己 mm フィルムサイズ（ベた焼きサイズ）で印刷されます。キヤノン製 PictBridge 
対応のカメラのみ設定でさます（機種によっては設定でさない場合があります)。 

《キヤノン製円 ctBrid 邑 e 対応のカメラをご使用の場合、 「 i マーク」が表示されている 
項目を選ぶと、撮影時の Exif 情報を一覧や指定写真のを白に巧刷でさます（機種に 
よっては設定でさない場合があります)。 

イメージオプティマイズ（画像 
補正） 

標準設定（本機の設定にしたがラ）、入、切、 VIVID*、NR (ノイズリダクション）*、顔 
明るく*、赤目補正* 

* キヤノン製 PictBrid 邑 e 対応機器のみ設定でさます（機種によっては設定でさない場 
合があります)。 

日付/画像番号（ファイル番号） 
印刷 

標準設定側：印刷しない)、日付、画像番号（ファイル)、両方、切 

トリミング 

標準設定側：トリミングなし）、入（カメラ側の設定にしたがう）、切 


仕様 















動作祭件 




OS の動作条件が高い場合はそれに準じます。 




iWtsTSfRnBsni 

0S 

Windows Vista 

Mac OS Xv.10.4 

CPU 

Pentium II (含む互換プ□セツサ） 

Intel 製プ□セツヴ 

メモリ 

300 MHz 於上 

PowerPC G3 1；(上 


128 MB 

2已6 MB 


Windows XP SP2 

Mac OS Xv. 10.3.9 


Pentium II (含む互換プ□セツサ） 

PowerPC G3 1；(上 


300 MHzl； (上 

128 MB 

128 MB 


Windows 2000 Rnfessional SP4 

Pentium II (含む互換プ□セツサ） 

300 MHz 於上 

128 MB 

ミま） Mac 日 S 拡張（ジャーナリング)、または 
Mac 日 S 拡張でフォーマツトされた八ードディ 
スクが必要です。 


ミま） Windows Vista、XP、 2000のいずれか 
がプレインストールされているコンピュータ 


ブラウザ 

Internet Explorer 6.0 於上 

Safari 

八ードディスク空さ容量 

目已日 MB じ(上 

已己0 M 巨じ(上 


ミま）付属のソフトウてアのインストールに必要 
な容量 

ま）付属のソフトウ X アのインストールに必要 
な容量 

CD-ROM ドライブ 

必要 

表示環境 

XGA 1024 X 768於上 


参 Windows Media Center では、一部の制限があります。 

• Windows XP か5 Windows Vista にアップグレードして本機をお使いになる場合は、キヤノン製イン 
クジエットプリンタに付属のソフトウエアをアンインス I ルしてから Windows Vista にアップグ 
レードしてください。アップグレード後、ソフトウェアをインス!-ールしてください。 


電子7ニコ 

L アル（取扱説明書）の動作環境 



• ブラウザ： Windows HTML Help Viewer 

《 Microsoft Internet Explorer 己.日上がインストール 
されている必要があります。 

ご使用の日 S や Internet Explorer のパ'—ジョンによつ 
ては、マニュアルが正しく表示されないことがあるた 
め、 Windows Update で最新の状態に更新することを 
お勧めします。 

• ブラウザ：ヘルプビューア 

《ご使用の日 S やヘルプビューアのバージョンによって 
は、マニュアルが正しく表示されないことがあるため、 
ソフトウエアアップデートで最新のバージョンに更新す 
ることをお勧めします。 



損境および化学安き情報 

製品の環境情報および化学安全情報 （MSDS) 
canon.jp/ecolo 旨 y 

につきましては、キヤノンホームページにてご覧いただけます。 


仕様 































I 印刷でまる轟囲 

印刷の品質を維持するため、用紙の上下左ちにを白を設けています。実際に印刷できる範囲は、これらの 
を白を除いた部分となります。 

印刷お奨領域 ：I I この範囲に印刷することをお勧めします。 

印而阿能領域：! I 印刷できる範囲です。 

ただし、印刷の品質または用紙送りの精度が低下することがあります。 



自動両面印刷および両面コピーでは、用紙の上辺の印刷可能領域が通常より2 mm 分狭くなります。 


フチなし全面印刷 

フチなし全面印刷を設定すると、を白のない印刷が可能になります。 

• フチなし全面印刷には、下の用紙をご使用ください。 

一八イグレードコートはがさ CH-301 
-キヤノン写真用紙.光ミ尺ゴールド GL-101 
-キヤノン写真用紙.絹目調 SG-201 
-スーノ フォトぺーパー SP-101 
-マツトフオトぺーパー MP-101 
-両面マツト名刺用紙 MM-101 
ーインクジエツトはがさ 
一はがさ* 

* パソコンか5の印刷にのみ使用でさます。 

上記外の用紙では印刷品質が著しく低下したり、色味が変わったりすることがあります。 

普通紙では印刷品質がやや低下することがありますので、試し印刷などにご使用ください。なお、パソコンか5印刷 
するとさのみ普通紙にフチなし全面印刷がでさます。 

• 使用している用紙によっては、フチなし全面印刷を行ラと用紙の上端や下端部分の印刷品質がやや低下したり、ミちれ 
が発生することがあります。 

• コピーモードでフチなし全面印刷を行ラ場合、[各設定]の[コピーフチはみ出し量]で、フチなし全面印刷のはみ出 
し量を設定することがでさます。 

^「本機の設定を変更する」 （P.26) 
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印刷でさる範囲 














■ A5 、 A4 、 B5、KG 4 X 目 、 US 4 x 8、 US 5 x 7 、 
巧切、 L 判、 2 L 判、はがを、往復はがを、カード、名刺、 
ワイド 101 X 180 


サイズ 

印刷可能領域（幅 X 長さ） 

A 曰 

141.2 mm X 202.0 mm 

A4 

203.2 mm X 289.0 mm 

A4 (フアインアート 
ベーパー . "Photo 

Rag") *1*2 

203.2 mm X 227.0 mm 

巳曰 

17 日 . 2 mm X 249.0 mm 

KG 4x 6 

94.8 mm X 144.4 mm 

US 4x8*1 

94.8 mm X 195.2 mm 

US 曰 X 7*1 

120.2 mm X 169.8 mm 

六切 

196.4 mm X 246.0 mm 

L 判 

82.2 mm X 11 9.0 mm 

2L 判 

1 20.2 mm X 1 70.0 mm 

はがさ 

93.2 mm X 140.0 mm 

往復はがさ 

193.2 mm X 140.0 mm 

力ード 

47.2 mm x 78.0 mm 

名刺 

48.2 mm x 83.0 mm 

ワイド 101X180 

94.8 mm X 172.6 mm 


*1 パソコンか 5 の印刷にのみ使用でさます。 
*2 用紙の上下端 3 曰 mm は印刷されません。 


3.0 mm 


5.0 mm 


■f ■ 

I —— 

3.4 mm 


て 39.3 mm 


I 36.4 mm 



3.4 mm 


EP 刷推奨領域 
印刷可能領域 




■ レターサイズ、 U —ガルサイズ 


サイズ 

印刷可能領域（幅 X 長を） 

レターサイズ 

203.2 mm X 271 .4 mm 

レター（ファイン 
マー トぺーパー. 
"Photo Rag") *1*2 

203.2 mm X 209.4 mm 

リーガルサイズ 

203.2 mm X 347.6 mm 


*1 パソコンか 5 の印刷にのみ使用でさます。 
*2 用紙の上下端 3 曰 mm は印刷されません。 


日.日 mm 



39.3 mm 


36.4 mm 


6.4 mm 6.3 mm 


印刷推奨領域 
印刷可能領域 


印刷でをる範囲 


巨已 
















































■ 封筒（津お4号/なお目号) 



サイズ 

印刷推奨領域（幅 X 長さ） 

洋形4号* 

98.2 mm X 205.5 mm 

洋形6号* 

91 .2 mm X 1 60.5 mm 


* パソコンか 5 の印刷にのみ使用でさます。 


■ 封筒（長お3号/長お4号) 


サイズ 

印刷推奨領域（幅 X 長さ） 

長形 3 号* 

11 3.2 mm X 225.0 mm 

長形4号* 

83.2 mm X 195.0 mm 


* パソコンか 5 の印刷にのみ使用でさます。 


•重要 


ただし、 Macintosh をご使用の場合は、長形 
3号および長形4号の封筒は使用でさません。 


26.5 mm 



3.4 mm 3.4 mm 


QJ 印刷推奨領域 


5.0 mm 


5.0 mm 



|__|印刷推奨領域 


印刷でをる範囲 





































おないをねせの前こ 


本書または『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「困ったとさには」の章を読んでもトラブルの原因が 
はっさりしない、また解決しない場合には、次の要領でお問い合わせください。 


パソコンなどのシステムの巧題は？ ■ 特定のアプ IJ ケーシヨンで起こる場合は？ 


本機が正常に動作し、 MP ドライバのインストール 
も問題なければ、接続ケーブルやパソコンシステム 
(0 S 、 メモリ、八ードディスク、インタフエースなど） 
に原因があると夸えられます。 



パソコンを購入された販売店もしくは、パソコ 
ンメーカーにご相談ください。 


特定のアプリケーションソフトで起きるトラブルは、 
MP ドライバを最新のバージョ：/にバージョンアップ 
すると問題が解ミ夫する場合があります。また、アプリ 
ケーシヨンソフト固有の問題が考えられます。 



アプリケーションソフトメーカーの相談窓□に 
ご相談ください。 


MP ドライバのバージョンアップの方法は、別紙 
の『サ ポートガイド』 をご覧ください。 




本機の故障の場をは？ 


1その他のお困り事は？ 


どのような対処をしても本機が動かなかったり、深 
刻な エラーが 発生して回復しない場合は、本機の 
故障と判断されます。 

パーソナル機器修理受付センターに修理を依頼し 
てください。 _ 


ノ ーソナル機器修理受付センター 
050-555-99088 

暖付時間】く平日>9:00〜18:00旧祝、年末年始を除く) 


どこに問題があるか判断できない場合やその他の 
お困り事は、キヤノンお客様相談センターまでご 
相談ください。ちしくは、キヤノンサポートホーム 
ページをご利用ください。 



キヤノンお客様相談センター 050-555-90015 

【受付時間】 

く平日>9:00〜20:00 く±曰祝> 10:00〜17:00 (1/1 -1/3を除く） 

キヤノンヴポートホームぺージ canon.jp/support 


デジタルカメラや携帯電話の操作については、各機器の説明書をご覧いただくか説明書に記載されている相談窓口へお 
問い合わせ下さい。 


•弊社修理受付窓□につきましては、別紙の『サ ポートガイド』 をご覧ください。 

※本機を修理にお出しいただ < 場合 

. プ U ントヘッドとインクタンクは、取り付けた状態で本機の電源ボタンを押して電源をお切りくださし、 
プ U ントヘッドの乾燥を防ぐため自動的にキャップをして保護します。 

-本機び輸送中の振動で損傷しないように、なるべくご購入いただいたときの捆包材をご利用ください。 

重要：- 本機の重さは約] 6.6 Kg あります。本機を輸送する際は、 2 人で持ち運ぶことをお勧め 
しふ9 〇 

-捆包時/輸送時には本機を傾けたり、立てたり、逆さにしたりせず、水平な状態にして 
<ださい。 

他の箱をご利用になるときは、丈夫な箱にクッションを入れて、本機びガタつかない 
ようにしっかりと捆包してください。 


お願い：保証期間中の保証書は、記入漏れのないことをご確認のラえ、必ず商品に添付、または商品と一 
緒にお持ちください。保守サービスのために必要な補修用性能部品および消耗品（インク）の最 
低保有期間は、製品の製造打ち切り後已年間です。なお、弊社の判断により保守サービスとして 
同一機種または同程度の仕様製品への本体交換を実施させていただ<場合があります。同程度の 
機種との交換の際には、ご使用の消耗品や付属品をご使用いただけない場合、またご使用可能な 
パソコンの日 S が変更される場合もあります。 


お問い合わせの前に 
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付属のソフトウエアに関ずる 
お巧い合わ^窓口 


ソフトウェアについては、『セットアップ CD - ROM 』 の電子マニュアル（取扱説明書)、またはソフトウェ 
アの READ ME ファイル、 HELP などをあねせてご覧ください。 




♦ 6 くちん CD ダイレクトプリント for Canon 

(株）メディアナビ 日3-已4目 7- 1781 
http :// www . medianavi . jp / 「ヴ爪ート」 

♦ 読取軍命 Lite 
♦ ファイル管理ち命 Lite 

パナソニックソリューションテクノ□ジー(株） 

0570-00-8700 

092-483-4322 

パナソニックソリューションテクノ□ジーソフトサポートセンター 
http :// panasonic . co . jp / pss / pstc / products / bundle / 

♦ ArcSoft PhotoStudio (アークソフトフォトスタジオ） 

アークソフトジヤノくン0曰 70-06-06 已已 
http :// www . arcsoft . jp / 「ヴ爪ート」 

♦ 上記なかのソフトウェア 

キヤノンお客様相談センター日曰日-已曰已 -9 日日1曰 
canon . jp/support 


※お使いの製品によって付属されるソフトウェアは異なります。 
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付属のソフトウエアに関するお問い合わせ窓 □ 





I 使用済みインクカートリツジ回収のお願い 


m 

Canon 


キヤノンでは、資源の再利用のために、使用済みインクカートリッジの回収を推進しています。 

この回収活動は、お客様のご協力によって成り立っております。 

つさましては、"キヤノンによる環境保全と資源の有効活用"の取り組みのま旨にご賛同いたださ、回収 
にご協力いただける場合には、ご使用済みとなったインクカートリッジを、お近くの回収窓□までお持ち 
くださいますよラお願いいたします。 



キヤノンマーケティングジャパンではご販売店の協力の下、全国に回収窓□をご用意いたしております。 
また回収窓□に店頭用カートリツジ回収スタンドの設置を順次進めております。 

回収窓□につさましては、下記のキヤノンのホームページ上で確認いただけます。 

キヤノンヴポートホームぺージ canon.jp/suppo け 

事情により、回収窓□にお持ちになれない場合は、使用済みインクカートリツジをビニール袋などに入 
れ、地域の条例に従い処分してください。 

■使用済みカートリツジ回収によるベルマーク運動 

キヤノンでは、使用済みカートリツジ回収を通じてベルマーク運動に参加しています。 

ベルマーク参加校単位で使用済みカートリツジを回収していたださ、その回収数量に応じた点数をキヤノ 
ンぶり提供するシステムです。 


この活動を通じ、環境保全と資源の有効活用、さ5に教育支援を行ラちのです。詳細につさましては、下 
記のキヤノンホームページ上でご案内しています。 


環境への取り組み canon.jp/ecology 


お問い合わせのシート 


ご相談の際にはすみやかにお答えするために予め下記の内容をご確認のラえ、お問い合わせくださいますよラお願いいたします。また、 
おかけまちがいのないよラ電話番号はよくご確認ください。 


【インクジェット複合機との接続環境について】 
■ノ くソコンと接続している場合 


パソコンメーカ名 （ ） モデル名 （ 

CPU 名 （ ） ク□ック周波数 （ MHz) 

搭載メモリ容量 （ MB) 八ードディスク容量 （ 

0S 名 -Windows □ Vista DXP □200日 (Ver. ) 

•Mac OS (Ver. ) •その他 （ 

ご使用のアプリケーションソフト名およびバージョン （ 

ウイルスチェック等ご使用の常駐ソフト名およびパ’ージョン （ 

接続ケーブル：□付属 US 目ケーブル□その他(メーカや型番： 

接続方法：□直結 (HUB 使用有/無）□ネットワーク(種類： ) □その他 （ 
■カメラとダイレクト接続している場合 


カメラメーカ名 （ ） モデル名 （ 

■メモリカードをご使用の場合 

メモリカード種類 （ ） メモリカードメーカ （ ） 型番 ( 


MB/GB) 

) 

) 

) 

) 

) 


【エラー表示】 

表示されたエラーメッセージ（できるだけ正跑こ) 


キヤノンマーケテイングジヤノ \°ン株式会社 〒1 08-801 1東京都港区港南 2- 1 6-6 


使用済みインクカートリツジ回収のお願い 













ィ•ノクが 

出ない • 



かすれ苗とをは？ 


プリントヘッドのノズル（インクのふき出し口）が目づまりずると、 
色味がおかしかったり EP 刷がかすれる場合があります。 



プリントへッドは目づま D していませんか？ 

► ノズルチェックパターンを印刷し、確認してください。（本書13ページ) 




ノズルチェック/ K 夕ーンが正し< EP 刷されない場合は、 

本書の手順にしたがつて本機のお手入れをして<ださい。 

いますぐ、本書12ぺージへ 

プリントヘッドの目づまりを防ぐため、月1回程度、定期的に EP 刷されることをお勧めします。 
























































产巧つて 得 巧 ヒント？ 



^をれいに画像びスキヤンでをなかつた場合は？ 


MP Navigator EX (ェムピーナビゲーターイーエツクス）を使う場合は… 




• [モアレ低減]や[輪郭強調]を [ ON ] にして 
スキヤンすると、時間がかかることがあります。 
• [モアレ低減]が [ ON ] になっていても[輪郭強調] 
が [ ON ] になっているとモアレが残ることがあ 
ります。 

その場合は[輪郭強調]を [ OFF ] にしてくださし、。 



作 ントか 


印刷物（雑誌、カタ□グ 
など）をスキヤンしたと 
きに搞模様び入ってしま 
ラ場合は… 


してスキヤンしよラ！ 


[モアレ低減]を [ ON ] に 


=< ヒント Z ) 

画像がぼやけてしまラ 
場と!は… 


[輪郭強調]を [ ON ] に 
してスキヤンしよラ！ 





MP ドライバを新しくするとをは 


最新版の MP ドライバはちいバージョンの改良や新機能に対応しています。 


MP ドライバを新しくする （r バージョンアップ」といいます）ことで、新しい日 S に対応したり、印刷トラブル • 
スキャントラブルを解決でをることがあります。 


< 準備 > -- 

最新の MP ドライバを 
ダウン□—ドする 

自動インストールサービス」 

を使うとカンタンに入れ替えび 
でさるよ！ 



かップ D - 

SUMP ドライバを削除ずる 
(Windows の場合） 

[スタート]-^ [(すべての）プ□グラム] 
一に anon XXX] (fXXXJ は機種名） 

一[アンインストーラ] 

な降は画面の指示に 
したがつてね！ 


戶テップた 

最新の MP ドライバを 
インス I ルずる 

削除 • インストールの前に 
-本機の電源を切ってください。 

-本機とパソコンを接続している 
ケーブルを抜いてください。 


※自動インストールを行ラ前に、ホームページで対象 0 S をお、ず確認してください。 

※自動インス!-ールが正常に終了すれば、ステップ1〜2の操作は尼、要ありません。 

ダウン□—ド-操作手順について詳し<は、 canon . jp/download 


へ 



































































パソコンか6の印刷を中止するとまは 



[マイプリンタ]にもヒントが載っています （ Windows のみ) 




電源ボタンは}甲をないで！ 

不要な印刷ジョブがたまって印刷でさなくなる場合があ 
ります。 



ストップ/リセットボタンを押してち印刷が止まらな 
いときは、プリンタドライバの設定画面を開き、プリ 
ンタ状態の確認画面から不要な印刷ジョブを削除して 
ください。（本書 44 ページ） 


パソコンか6、よりをれいに印刷するためには 




パソコンか5印刷するとさは、プリンタドライバと[マイプリンタ] ( Windows のみ）にされいに印刷できるヒントが 


あります。 


(Windows Vista をお使いの場合) 



ここで、印刷するとをの写真のち合いが調整でまるよ！ 


例）カラーバランスでシアンを強くし、イエ□一を 



弱くして印刷しました。全体の色が均一に変化 
しています。 



補正なし カラーバランスで 調壁 

詳しくは、 『PC プリントガイド』（電子マニュアル) 
を参照してください。 


[マイプリンタ]を使うと、プリンタドライバをかんたんに開くことがでをます。 

















































































































•キヤノン pixus ホームぺージ canon . jp/pixus 

新製品情報、 Q & A 、 各種ドライバのバージョンアップなど製品に関する情報を提供しております。 

※通信料はお客様のご負ネ旦になります。 

•キヤノンお客様ネ目談センター 

PIXUS •インクジてット複合機に関するご質問-ご相談は、下記の窓□にお願いいたします。 

キヤノンお客様ネ目談センター 

050 - 555-9001 5 

年賀が巧刷専用窓口 

050-555-90019 (受か期間：11/1〜 1/15) 

【受付時間】〈平日〉9:00〜20:00、 〈± 曰祝日〉10:00〜17:00 (1/1 〜1/3はかませていただきます) 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9631 をご利用くださし、。 

《 I P 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 




本機で使用でをるインクタンク番号は、な下のものでず。 


2 い |1 2 


2 


2 


Clear 


インクタンクにごいてのごを意 

•インクタンクに穴を開けるなどの改造や分解をすると、インクび漏れ、本機の故障の原因となることがあります。改造•分解 
はお勧めしません。 

-インクの詰め替えなどによる非純正インクのご使用は、印刷品質の低下やプリントへッドの故障の原因となることびあります。 
安全上問題はありませんが、まれに、純正品にないインク成分によるとみ5れるプリントへッド部分の発熱-発煙事例*ち報 
告されています。キヤノン純正インクのご使用をお勧めします。 

(* すべての非純正インクについて上記事例び報告されているものではありません。） 

•非純正インクタンクまたは非純正インクのご使用に起因する不具合への対応については、保守契約期間内または保罰期間内で 
あってち有償となります。 

※インクタンクの交換については、2ページを参照してください。 

紙幣、有価証券などを本機で印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わ!5ず、法律に違反し、罰せ!5れます。 

関連法律：刑法第148条、第149条、第162条/通貨及証券模造取締法第1条、第2条等 
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